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開会 午前９時３０分 

 

○議長（岩城重義君） 

  皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１４名であります。 

  定足数に達しておりますので、平成２８

年第１回豊能町議会定例会を開会いたしま

す。 

  定例会に当たりまして、町長より発言を

求められていますので、これを許します。 

  田中龍一町長。 

○町長（田中龍一君） 

  皆様、改めましておはようございます。 

  議長から発言のお許しがございましたの

で、平成２８年第１回豊能町議会定例会の

開会に当たりまして一言御挨拶申し上げま

す。 

  今朝も冷え込んでまいりましたけれども、

日ごと寒さも緩んでまいりました。まだま

だ寒暖の差が激しい気候が続くものと思わ

れます。そのような中、議員の皆様には公

私何かとお忙しいところ、議案審議のため

に御参集いただき、まことにありがとうご

ざいます。 

  昨日も説明させていただいたように、豊

能町では、財政健全化推進プランにより、

将来を見据えた安定した財政基盤の確立を

目指しつつ、一方で、「豊能町まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」により、人口減

少・超高齢化社会に対応するまちづくりを

職員一丸となって進めてまいりますので、

よろしく御理解と御協力のほどお願い申し

上げます。 

  また、今年度の具体的な施策につきまし

ては、後ほど議長のお許しを得て平成２８

年度町政運営方針として述べさせていただ

きます。 

  さて、本日議会に提案させていただきま

す議案は、人事案件２件、条例制定２件、

条例改正６件、補正予算４件、当初予算８

件の合計２２件でございます。どうかよろ

しく御審議いただき御決定賜りますようお

願い申し上げまして、私の挨拶とさせてい

ただきます。どうぞよろしくお願い申し上

げます。 

○議長（岩城重義君） 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  お諮りいたします。 

  広報特別委員会並びに町広報担当課より、

今会期中における写真撮影の申し出があり

ます。申し出のとおり、写真撮影を許可す

ることに異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（岩城重義君） 

  異議なしと認めます。 

  よって今会期中、写真撮影を許可いたし

ます。 

  日程第１「会議録署名議員の指名」を行

います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則

第１２７条の規定により、３番・永谷幸弘

議員及び４番・橋本謙司議員を指名いたし

ます。 

  日程第２「会期の決定について」を議題

といたします。 

  お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、本日から３月２５日

までの２２日間といたしたいと思います。 

  これに異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（岩城重義君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、会期は、本日から３月２５日ま

での２２日間と決定いたしました。 

  日程第３「町政運営方針について」を議

題といたします。 
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  平成２８年度町政運営方針について、町

長より説明を求めます。 

  田中龍一町長。 

○町長（田中龍一君） 

  第１回豊能町議会定例会の開会に当たり、

平成２８年度の町政運営における基本的な

考え方と主な施策について所信の一端を申

し上げます。 

  人口減少が全国的な傾向にありますが、

本町においては全国や大阪府を上回る早さ

で人口減少が進み、あわせて少子化・高齢

化が続いております。それに伴い、自主財

源である町税は減少が続き、地方交付税な

どの依存財源に頼らざるを得ない財源構造

となっており、財政運営は極めて厳しくな

っております。そこで、基金の取り崩しに

頼らない財政基盤の確立や、持続可能な健

全財政の維持に向けた取り組みを進めなが

ら、中長期的に安定した行財政運営を行う

ため平成２６年度からの五カ年計画である

財政健全化推進プランを基本とし、あわせ

て魅力あるまちづくりを進め、転出の抑制

と転入の増により、定住を促進する取り組

みが必要と考えております。 

  このため平成２８年度においては、次の

４項目を予算編成方針の重点施策として掲

げました。 

  【１】豊能町を選んでもらう施策。 

  【２】魅力ある子育て環境創出の施策。 

  【３】観光の活性化と仕事づくりを支援

する施策。 

  【４】持続可能なまちづくりにかかる施

策。 

  これらを中心に据え、地域住民や事業者

など地域の多様な主体と連携・共同し、近

隣自治体との広域連携による施策や事業の

展開を行いながら、職員一丸となって住民

の期待と信頼にこたえてまいります。 

  平成２８年度予算案は、「豊能町まち・

ひと・しごと創生総合戦略基本方針」に掲

げる若者が活躍でき、安心して子育てがで

きる地域づくりと定住の促進を図ると同時

に、人口減少、超高齢化社会においても持

続可能なまちづくりを行うことを基本とし、

限りある財源を町の活性化策と子育て支援

や教育の充実に重点的に配分する編成とい

たしました。例えば、町の活性化策として

は、「豊能町まち・ひと・しごと創生総合

戦略」に基づいた地域特性や資源を活用し

た新規起業家、起業者を支援する地域しご

と創生スタート支援事業や本町の活性化に

つながる事業を行う団体などに支援する

「地域によるふるさと活性化応援事業」を

展開してまいります。 

  また、子ども子育て支援新制度に基づい

た「放課後児童クラブ連携充実事業」、母

子保健事業と連携した妊娠期から母子に寄

り添った支援を行う「家庭訪問型早期子育

て支援事業」、毎月１９日を「育児の日」

と定め、安心して子育てができるまちづく

りを目指す「子育て支援環境の充実支援事

業」といった、子育て支援や教育の充実に

取り組んでまいります。 

  さらに、町の魅力向上として、利便性の

高い公共交通の構築や、「とよのん」によ

るＰＲ活動、福者となった高山右近の顕彰

により、観光の振興や魅力の発信につなげ

る取り組みを行うとともに、防犯カメラ設

置補助及び地域防災行政無線の整備など安

全・安心のまちづくりを進めてまいります。 

  本町の平成２８年度当初予算案の総額は、

一般会計６３億9,７００万円、特別会計６

４億4,７５４万6,０００円、水道事業会計

１１億７２１万8,０００円、合計１３９億5,

１７６万4,０００円であります。 

  以下、第４次豊能町総合計画に掲げてお

ります６つの基本目標に区分して、平成２

８年度の町政運営の方針と事業の内容につ
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きまして、順次ご説明申し上げます。 

  目標１「住民と行政との信頼・協働によ

るまちづくり」について。 

  国が制定した「まち・ひと・しごと創生

法」に伴い、本町においても、平成２７年

度から五カ年の目標や施策の基本方向をま

とめた「豊能町まち・ひと・しごと創生総

合戦略」に基づき、地域住民や町内事業者

などと連携・協働し、魅力あるまちづくり

の推進に努めます。 

  平成２９年度には町制施行４０周年を迎

えるに当たり、町勢要覧の作成や広報とよ

のの愛称募集など周年記念事業の準備を進

めながら、広く住民に周知を図り、町のＰ

Ｒと愛着の醸成を行います。また、豊能町

イメージキャラクターとよのんを活用し、

町内外の各種イベントへの参加やとよのん

グッズの販路拡大により、豊能町のさまざ

まな魅力や特産品、観光資源を効果的かつ

積極的に発信し、豊能町の知名度向上を目

指し、商工事業や観光活動の活性化を図り

ます。 

  定住化の推進については、バランスのと

れた人口構成の実現や地域社会の活性化に

より人口増加を目指すため、「いっしょに

住マイル助成」事業の対象者の拡充を図り、

内容の見直しを図ってまいります。 

  住宅流通・多様化促進事業については、

若年層の流出抑制及び町外からの転入者の

増加策として、若年層が選択しやすい住環

境を創出するため、空き家の流通と住宅の

多様化の促進を図る事業の展開を行います。

また、町の魅力創造・発信を進めるため、

シティプロモーションの計画を策定すると

ともに、ホームページのコンテンツの充実

や、動画の発信など情報発信に努めます。 

  ふるさと寄付については、寄付の啓発、

受付、入金及び特産品の発送依頼を業務委

託することで、新たなＷＥＢによる宣伝と

迅速な対応を実施し、寄付者の満足度の向

上を図るとともに、贈呈する特産品の充実

や寄付金の活用内容の発信を行ってまいり

ます。 

  公共施設の管理については、施設の有効

かつ適切な管理を図るため、公共施設等総

合管理計画を策定します。 

  吉川支所及び周辺地域については、支所

内部に多目的トイレを設置し、旧吉川幼稚

園跡地の駐車場から支所までの間にスロー

プを設置するなど、バリアフリー化に向け

た改修工事を実施したところであり、今後

とも住民サービスの向上に努めます。 

  目標２「地域で育て、地域で育つ、人を

大切にするまちづくり」について。 

  児童の健全育成の推進については、母子

保健事業と連携し、妊娠期から３歳児まで

を対象に、家庭訪問によって育児に必要な

情報や母子に寄り添う支援を実施するとと

もに、安心して子育てができる環境づくり

のために、毎月１９日を「育児の日」とし

て周知を図り、妊娠期・子育て期・中高年

期の幅広い世代を対象に、子育て応援事業

を展開してまいります。また、放課後児童

クラブ連携充実事業としては、放課後に子

どもたちが適切な遊びや生活を確保するに

あたり、引き続き、放課後子ども教室と連

携し、地域住民の協力を得て学習やスポー

ツなどの交流活動を実施し、子どもと子育

てを応援するまちづくりを目指してまいり

ます。 

  子ども医療費の助成については、大阪府

下トップクラスの充実となっており、引き

続き入院・通院ともに「１８歳到達の年度

末まで」とし、保護者などの医療費負担の

軽減を図ってまいります。 

  学力向上の取り組みについては、教職員

研修の充実を進めてまいります。大阪府か

ら教職員の人事権が移譲されたことにより、
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教職員研修を豊能地区３市２町合同や本町

主催で実施してまいります。指導力向上を

狙いとした研究校の指定を町独自で行った

り、著名な講師を招聘し実際に授業を見せ

ていただいたりするなど、研修内容をより

一層充実させ、学校の教育力の向上を図る

とともに、保育所、幼稚園及びこども園に

おけるより質の高い保育・教育のための研

修にも力を入れてまいります。 

  また、放課後や休業日に公民館など公共

施設を活用した「中学生まなび舎教室」で

は、教員ＯＢや地域人材の協力を得て、進

路についての相談や勉強のつまずきの克服

のための取り組みを進め、主体的に学ぶ子

どもの支援を行ってまいります。 

  さらに、児童生徒数が減少している中、

本町の地域の実情を踏まえ、小中一貫教育

の充実とともに学校の適正規模についても、

引き続き検討を進めてまいります。 

  教育に関する大綱については、総合教育

会議において協議・調整し、策定してまい

ります。 

  小学校、幼稚園、保育所及びこども園の

給食調理業務については、これまでと同様

の自校方式を堅持し、適切に民間委託を行

ってまいります。 

  青少年の健全育成については、地域の

人々や関係団体の協力のもと、「夏休みこ

ども教室」や土曜日の教育支援を行う「土

曜お楽しみ講座」、青少年指導員の協力に

よる体験学習を引き続き実施してまいりま

す。 

  文化振興事業については、ユーベルホー

ルを拠点として、音楽家、楽団、芸能事務

所などと連携・協力し、「ロビーコンサー

ト」、「オオサカンコンサート」、「ユー

ベル寄席」をはじめ、様々な公演を通じて、

文化・芸術の振興を図ってまいります。 

  図書館運営事業については、読書支援に

加え、子育て支援や学校教育支援をはじめ

とする役立つ資料や情報を提供する活動を

展開してまいります。また、平成２７年度

より開始した豊能地区３市２町の図書館の

広域利用について、平成２９年度から北摂

地区７市３町に拡大すべく、各市町と連

携・調整を図ってまいります。一方で、指

定管理を含め効率的な運営について、引き

続き検討を進めてまいります。 

  スポーツ振興については、生涯スポーツ

の振興を目的に、スポーツ推進員や体育連

盟など関係団体と連携し、体力の強化、健

康増進のみならず、世代間交流や地域間交

流にも資するスポーツ振興事業を展開して

まいります。 

  人権啓発の推進については、引き続き、

豊能町人権尊重のまちづくり条例の目的で

ある「あらゆる差別をなくし人権意識の高

揚を図り、すべての町民の基本的人権が尊

重される明るく住みよいまちづくり」を目

指し、取り組んでまいります。 

  目標３「豊かな自然景観、田園風景が生

きるまちづくり」について。 

  資源循環型社会の構築については、ごみ

減量・再資源化を図るため、廃棄物減量等

推進員をはじめとする住民や町内事業者の

方々と連携を深め、ごみ減量・資源化街頭

ＰＲなど啓発事業を引き続き積極的に実施

するとともに、可燃ごみの収集量を減少さ

せるため、様々な機会に減量の具体的な方

法を例示し、周知徹底を図ってまいります。 

  現行の「豊能町ごみ処理基本計画」が平

成２８年度に目標年度を迎えることから、

平成２９年度を始期とする新たな「ごみ処

理基本計画」を策定します。 

  環境保全については、地域住民による自

発的な河川や道路の美化活動が「アドプト

リバー」や「アドプトロード」として認定

を受け、地域自治会の方々が率先して清
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掃・美化活動を行われており、引き続き、

他の河川や道路にも広がっていくよう地域

の方々と保全活動に努めてまいります。 

  里地里山の保全については、放置された

森林を企業やＮＰＯなどの事業者と所有者

が参画し、新しい森づくりを行うアドプト

フォレストに、牧地区が指定され、「里

地・里山保全管理活動宣言」の調印を行っ

たところであり、今後、牧農空間活性化協

議会などと連携し、山林内の不要木伐採や

遊休農地での野菜栽培を行うことで里地・

里山の適正な管理・保全に努めてまいりま

す。 

  目標４「元気で暮らせる支えあいのまち

づくり」について。 

  健康寿命延伸の取り組みの一つとして、

毎月２５日を「豊能町ウォーキングデー」

とし、誰もが気軽に参加できる健康づくり

を目的に、「ウエルネスウォーキング」を

引き続き実施するとともに、ウォーキング

イベントを中心に各種がん検診や特定検診

などにポイントを設定し習慣づけることで

健康増進と生活習慣病の予防、各種がん検

診の受診率の向上に取り組んでまいります。

また、町内外の各種団体が主催しているウ

ォーキングイベント情報を紹介し、住民活

動団体との協働をさらに深めるとともに、

住民の主体的な健康づくりを支援してまい

ります。 

  高齢者等外出支援（おでかけくん）につ

いては、外出が困難な高齢者や身体障害者

に対し、介護予防、健康づくり、生きがい

づくりを推進するため、引き続き運行業務

を適切に行ってまいります。 

  高齢者の約４人に１人は、認知症または

予備軍といわれている現在、認知症施策の

推進については、昨年に試行した「医師に

よる相談会」や、「認知症カフェ」を継続

実施するとともに、新たに「認知症予備講

座」を開催し、認知症の人の意志が尊重さ

れ、できる限り住み慣れた地域環境で自分

らしく暮らし続けることができる社会の実

現を図ってまいります。また、認知症高齢

者が行方不明になった場合に地域の支援を

得て、早期に発見できるよう関係機関で関

係機関で構成される「認知症高齢者等ＳＯ

Ｓネットワーク事業」を本年４月からスタ

ートさせ、認知症高齢者などの生命・身体

の安全確保とその家族への支援を行ってま

いります。 

  介護予防事業については、運動機能の向

上と運動習慣のきっかけづくりを目的に、

「いきいき百歳体操」などを実施するとと

もに、あらゆる世代間のふれあいの場を提

供する「ふれあいカフェ」を開設し、健康

と生きがいづくりに取り組んでまいります。

また、国が掲げる地域包括ケアシステムの

構築の一つとして、健康増進や社会福祉を

研究実践している大学と連携協定を結び、

モデル地区を選定して高齢者の介護予防に

取り組み、地域で自立した生活を送る元気

な高齢者の増加を進めてまいります。 

  障害福祉施策については、豊能町障害者

計画及び豊能町障害福祉計画に基づき、障

害のある方々の日常生活の相談に応じると

ともに、自立と社会参加を支援するため、

各種用具の給付やさまざまな障害福祉サー

ビスの提供を進めてまいります。 

  国保診療所については、照葉の里箕面病

院の協力により、医師の派遣を受け、医療

の確保に努めております。今後は、運営形

態の検討も同時に進めてまいります。 

  目標５「活力あるまちづくり」について。 

  農業活性化については大阪大学産業科学

研究所が中心となり、豊能町産ヤーコンを

使用した医薬的研究や民間企業によるサプ

リメント開発が進められております。今後

は、ヤーコンが健康食材として注目され、
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需要が大幅に増えることが予想されること

から、増産に向けた取り組みを支援すると

ともに、産官学の連携を積極的に推進して

まいります。 

  農地については、高齢化の進展や後継者

不足などの理由で遊休農地の増加が問題と

なっており、非農家の方、ボランティアや

企業の協力を得て、交付金を活用しながら

地域の人々とともに遊休農地の再生や、農

地の維持保全活動を進めてまいります。 

  鹿・猪により農作物被害については、深

刻な問題であることから、引き続き猟友会

の協力のもと狩猟による個体数の調整を行

うとともに、関西広域連携のニホンジカ対

策事業にも参加し、従事者や後継者の人材

育成にも取り組み、防護柵などの設置に対

し、国・府の事業を活用して支援します。

また、アライグマによる農作物被害につい

ては、引き続き農家に捕獲用檻を貸し出し、

個体数の減少に取り組みます。 

  森林整備については、補助事業を活用し、

森林組合と連携をしながら、森林の持つ多

面的機能を維持・増進させ、美しく健全な

森林を育成してまいります。 

  高山コミュニティセンター（右近の郷）

の活用については、地域に根差した交流拠

点づくりや、農業振興、町の活性化を見据

え、また、高山右近生誕の地の公共施設と

して指定管理者と連携し、新たな事業の展

開を進めてまいります。 

  観光や町の魅力発信については、本町の

歴史的偉人である高山右近の顕彰事業を中

心に、関係市町や住民と連携し、地域活性

化に寄与する事業を展開してまいります。

また、豊能町産キヌヒカリを使って日本酒

「右近」を醸造されることや、町の資源で

ある自然・歴史・文化や特産品を広く町内

外にＰＲすることで、多くの方に町を訪れ

ていただけるよう観光協会とともに取り組

んでまいります。 

  「豊能町まち・ひと・しごと創生総合戦

略」に掲げる事業については、例えば、農

業と観光を融合させ地域資源を活用し、地

域イメージのブランド化や、遊休農地の改

善などによる地域の活性化を進める「農×

観光戦略推進事業」や定住化促進に向けた

組織の構築や、住宅流通の促進拠点の運営

など定住化促進のネットワークづくりを推

奨する地域ぐるみの定住化促進事業を立ち

上げて、国の補正予算を活用して取り組ん

でまいります。 

  目標６「安全・安心のまちづくり」につ

いて。 

  地域の防災については、土砂災害警戒区

域等危険個所や指定避難所、災害に備えた

基礎知識を網羅した防災マップの全戸配布

や、住民対象の防災出前講座を行うととも

に、大阪府との連携により土砂災害などに

対応したハザードマップを自治会と共同で

作成し、それを活かした訓練を実施するこ

とや、自主防災組織に対して防災資機材等

の購入補助を行うことにより地域防災力の

向上や、自助・共助の意識の醸成を図って

まいります。 

  地域防災行政無線の整備については、災

害発生時において、住民に災害発生状況や

避難誘導の重要な情報を迅速かつ的確に伝

達する必要があることから、調査、設計し

てまいります。また、たんぽぽメールを防

災情報の発信手段として活用するため、登

録者の増加に向け、引き続き啓発をしてま

いります。 

  残土問題については、平成２７年度に土

砂等による土地の埋立てに対して規制を行

う条例を施行したところであり、引き続き

災害の発生を防止し、良好な環境の保全と

住民の安全確保を図ってまいります。 

  消防については、災害発生時における初
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動体制の確保と消防力・救命力の強化など

さらなる住民サービスの向上に努めるとと

もに、事務の効率化や特殊車両の配置見直

しなど効率的な運営とコスト削減を図るた

め、平成２８年４月１日から消防業務を箕

面市消防本部と統合いたします。 

  防犯については、全国的に登下校中の子

どもに対する声かけ事案など犯罪行為が発

生しており、犯罪防止を図り、地域の安

心・安全を高める手段として通学路上にお

ける防犯カメラの設置を促進するため、自

治会が新設する防犯カメラの設置費用につ

いて補助してまいります。 

  消費生活相談については、近年、悪質商

法の手口が複雑化・多様化し、全国的に消

費者特に高齢者がトラブルに巻き込まれる

ケースが多数発生していることから、最新

の情報収集を行い、啓発活動の充実と共に、

相談体制の強化に努めてまいります。 

  住宅の耐震化については、既存民間建築

物耐震設計・改修補助事業により、費用の

一部を補助することで、地震に対する安全

性の向上を図ってまいります。 

  光風台駅前エスカレーターについては、

住民にとっては必要不可欠なサービスであ

り、まちの魅力を保つ大切なツールと認識

しており、平成２６年度に行った更新追加

調査、構造検討業務及び平成２７年度に行

った実施設計に基づき、エスカレーターの

更新工事を行ってまいります。 

  国道整備については、平成２９年３月に

は新名神高速道路の供用が開始される予定

であり、町へのアクセス道である国道４２

３号線や４７７号線がより重要な道路とな

ることから、関係自治体と連携しながら拡

幅などの道路整備を国、府へ要望してまい

ります。 

  都市計画法に基づく豊能町内の地区計画

については、市街化調整区域内に策定する

準備作業を行い、併せて、地域再生法など

関係法令に基づく各種計画の可能性を検討

してまいります。 

  地域公共交通については、定住化の促進

と高齢者にやさしいまちづくりを目指した

基本構想に基づき、路線バスの再編と能勢

電鉄ときわ台駅のバリアフリー化などの交

通施策を推進してまいります。 

  上水道事業については、人口減少に伴う

給水量及び料金収入の減少が進む中で、将

来にわたり水道施設の老朽化に伴う更新事

業や耐震対策を実施する必要があることか

ら、水道事業の統合に対して交付される国

の交付金制度を活用した老朽化対策などを

行うことにより、水道料金の値上げの抑制

と経営の安定化を図るため、大阪広域水道

企業団と平成３１年度統合に向けて協議を

開始してまいります。 

  また、遊休資産を活用するため、ときわ

台の旧吉川浄水場の土地開発基金への売却

などを進めてまいります。 

  下水道事業については、老朽管渠の補修

工事を順次行い、生活環境の保全に努め、

衛生的な環境を維持してまいります。 

  生活排水処理事業については、老朽化が

進んでいる合併浄化槽の修繕を順次行うこ

ととし、し尿及び生活排水を適正に処理し、

河川などの水質環境の保全に努めてまいり

ます。 

  むすびに。 

  以上、新年度のまちづくりに臨む私の所

信の一端と、本議会に提案しております平

成２８年度予算案の主な施策の概要につい

て申し上げました。 

  新年度は、国が進める「まち・ひと・し

ごと創生法」に基づいた豊能町総合戦略を

基本に、豊能町独自の資源を最大限に活用

し、人口減少に歯止めをかけ、地域活性化

を推進するため、住民の皆様との協働や近
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隣自治体との広域連携、企業や大学、研究

機関との産官学連携を確立し、自助・共

助・公助の機運の醸成を図り、総合計画が

めざすまちの将来像「人とみどりが輝くま

ち とよの」の実現に向けて邁進します。 

  これからの町政運営にあたりまして、議

員の皆様の一層のご理解・ご協力と、住民

の皆様の積極的なまちづくりへの参画を心

からお願い申し上げます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  日程第４「第１号諮問 人権擁護委員の

推薦につき意見を求めることについて」を

議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  第１号諮問、人権擁護委員の推薦につき

意見を求めることについて、御説明申し上

げます。  

  本件は、人権擁護委員の任期満了に伴う、

同委員の候補者の推薦に際し、人権擁護委

員法第６条第３項の規定により、議会の意

見を求めるものでございます。 

  意見を求める方の御住所は、大阪府豊能

郡豊能町光風台６丁目１０番地の１１、お

名前は富永賀子さん。生年月日は、昭和２

７年３月３０日でございます。  

  富永さんは、大阪教育大学を御卒業後、

大阪市立小学校と豊能町立小学校で教鞭を

とられ、定年退職後も講師として町立小学

校で勤務なさっておられます。 

  また、豊能町青少年指導員としても地域

に貢献いただいており、広く社会の実情に

通じ、人権擁護について理解のある方と存

じます。 

  任期は、平成２８年１０月１日から３年

間でございます。 

  御審議いただき御意見を賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（岩城重義君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（岩城重義君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（岩城重義君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり適任と認めること

に賛成の方は御起立願います。 

（全員起立） 

○議長（岩城重義君） 

  起立全員であります。 

  よって、第１号諮問は原案のとおり適任

と認められました。 

  日程第５「第１号議案 豊能町監査委員

の選任につき同意を求めることについて」

を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  第１号議案、豊能町監査委員の選任につ

き同意を求めることについて御説明申し上

げます。 

  本件は、識見を有する方から選任しまし

た監査委員の任期満了に伴う、同委員の選

任に際し、地方自治法第１９６条第１項の

規定により、議会の同意を求めるものでご

ざいます。  

  同意をお願いいたします方の御住所は、

大阪府豊能郡豊能町東ときわ台２丁目８番

地の１３。お名前は長浜裕一さんでござい

ます。生年月日は昭和２７年６月９日でご

ざいます。 

  長浜さんは、立命館大学法学部を御卒業、

昭和４６年４月に大阪府に奉職され、能勢



 

 1－12 

町助役、病院事業局や健康福祉部の課長、

環境農林水産部流通対策室長、都市整備部

用地室長などを歴任され、平成２４年３月

に大阪府を退職されました。同年４月から

株式会社西日本住宅評価センターに勤務さ

れ、現在も同社で勤務されておられます。 

  大阪府での長年の御経験、民間での御経

験から、行政・民間の双方に明るい方であ

ると存じます。 

  任期は、平成２８年５月１日から平成３

２年４月３０日までの４年間でございます。 

  よろしく御審議いただき御同意賜ります

ようお願い申し上げます。 

○議長（岩城重義君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  １１番・福岡でございます。人事案件に

ついて異議を申すわけではないですが、な

ぜ長年御足労いただいた前任者から交代し

たかの理由についてお聞かせ願いたい。こ

れが１点です。 

  ２点目は、私どもは施設組合という組合

を持っております。その中で能勢との利益、

豊能町の利益と相対峙する事例が多くあり

ます。このことについて考慮されたのか、

あるいは担保されたのかについてお聞きし

たいと思います。２点お願いします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  前任者につきましては御高齢という、御

本人の話でいいますと、体調的にもこの４

年間を続けるに当たっては体調的には困難

というふうに判断され、継続して務めてい

ただくこともお願いを申し上げましたが固

辞されましたので、今回、新たな方を選任

いたした次第でございます。 

  もう一つの質問につきましては、これに

つきましては当然ながら、この方は行政・

民間の経験にも明るく、公平に物事を見て

いただくというふうに私は判断しておりま

すので、この方にお願いしたところでござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  今、前任者御高齢とおっしゃいましたが、

これ取り消されませんか。御高齢でやめた

んですか。ようけ御高齢者おりますよ、あ

なたが任命してるの、同意されてるの。 

  もう１点、私が言ってるのは、能勢と豊

能と随分バッティングしたりいろいろある

でしょうと言ってるんですわ。私が判断し

たではだめなんですわ。このことをもうち

ょっとしっかり肝に銘じていただけません

か。そんな形はないと、はっきり審査しま

したとかいうのやったらええですけど、私

が判断して、どうやって判断できまんねん

な。何の理由で判断できまんねんな。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  １点目の高齢という言葉につきまして、

済みません、取り消しさせていただきまし

て、今後４年間続けるに当たっては体調上

困難であるということでお断りされたとい

ったことが理由でございます。 

  もう一つにつきましては、これは繰り返

しになりますけれども、長浜さんは非常に

行政経験また民間での経験も明るく、さま

ざまなそういったことについては公平に判

断いただけるものだと私は理解しておりま
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す。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  理解とかそんなん、私の言ってることが

わからないですか。行政経験が豊富な人に

豊能町ごっつい迷惑かかってまんねや。あ

なた一番よう知ってるはずや。だからこの

人はどうやということ聞いてるんですわ。

そういう利害関係については正しく判断さ

れる人ですかと聞いてるんです。そのこと

だけ、１点だけお答えください。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  私は、利害関係については正しく判断さ

れる方だと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  ほかに質疑ございませんか。 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  ４番・橋本です。 

  この方がどうこうということではないん

ですが、先ほどから町長何回も、行政・民

間の経験に明るいということでおっしゃっ

てましたが、ただこれ、行政経験が豊富や

ということだけでは、多分これ、町の施

策・政策については確かにある程度の理

解・見識というのは持っておられるかもわ

からへんけども、会計的な知識については

どうなのかなというを非常に疑問に思うん

ですが、そのあたりについてはどうですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  監査委員の職務の中心は、主に事務執行

の状況を見ること、また各種事業執行の状

況、また予算の編成並びに執行の状況、こ

ういったことについて、それとあと予算経

理及び計算の状況、こういったことについ

て適正に審査する、監査するというもので

ございます。ですので、会計的なこともそ

うですけれども、この行政的なこれまでの

経験、そういったことというのは非常に大

きく、この仕事においては求められる能力

だというふうに思っております。会計的な

能力についても必要かとは思いますけれど

も、この本町が求めております監査委員さ

んについては、主に、会計的な能力もそう

ですけれども、事務の執行の各種事業の状

況、こういったことについて適正に判断い

ただくということが主に中心となっており

ますので、現在の長浜さまで私は適任だと

いうふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱり今回この人がどうこうというこ

とではないですけども、公務員が公務員の

ことなり、公務員経験者が行政のこと、そ

れは確かに経験は豊富かもしれへんけども、

それは逆にその域を脱しへんのちゃうかな

というのは、僕は非常に気になってます。

僕は、そこは新たな視点で見るんであれば、

先ほど１点、民間の経験もあるとおっしゃ

ってましたけども、やっぱりそこらも含め

てどうなのかなというところが非常に気に

なりました。その辺で、今後その人選に当

たっては、先ほどの会計の視点だとか、そ

の公務員に限らずということも僕は一つ要

るんじゃないかなというふうに思ってます
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ので、そのあたりについては、答弁はもう

結構ですけども、今後また次回選任される

ときにはお願いしたいなというふうに思い

ます。よろしくお願いします。 

○議長（岩城重義君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  １番・野村です。 

  今後、町行政も新しい新会計制度に変わ

っていきます。その中において、やはり先

ほどから先輩議員たちも質問されています。

やはりその知識、今後の対応についても非

常に専門的なことが必要でないのかなとい

うふうに考えるわけです。私もこの方につ

いてどうこうということではなくて、選ば

れる行政側のやはり判断基準の中で、そう

いったことをしっかり重きを置いて選ばれ

る必要があると思います。会計のことより

もとおっしゃられてますが、むしろそこが

大事なんじゃないのか。何でかいうたら会

計監査されるんですわな。だから、そこに

ついての判断基準というところをちょっと

疑うわけですけれど、いかがですかな。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  新会計ということ、それも一つの考え方

でありますけれども、今のこの監査、この

中では本当にこの事業が適正に執行されて

いるかどうかということが主に中心に見る

ということが大きなことだと思っておりま

すので、今の御意見としては賜っておりま

す。御意見としては受けたいと思いますけ

れども、今回はそういった視点から、この

事務の執行等を適切に判断・監査していた

だけるという能力については十分お持ちと

いうことで、この方にさせていただきまし

た。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  監査でございますけれど、監査、特に会

計監査は重要なんですよね。それで、平成

３０年度から複式簿記が導入され、発生主

義会計が導入されると。そういうところで、

なお一層専門的な知識が要求される状態に

なってるわけです。だからある市では職員

に公認会計士を採用したりして対応してる

ぐらい、ここは今までなかった変革期が訪

れるということですから、非常に重要な職

責を担うことになるわけですよ。決算書類

の適正性を担保するのは監査委員と議会だ

と、この二つなんですから、それを十分認

識されて豊能町長として選任されたのかど

うかお伺いいたしたいと思います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  当然そういった流れもあるということは

重々知っているところでございまして、そ

ういった中でも、この監査の業務の中の大

きな話の中では、本当にこの事業が適正に

執行されているのかどうかということを見

るというのも大きな一つの柱でして、そう

いった観点からも今回はこういった形で選

ばせていただいたところでございます。こ

れからその会計ということも、複式、なっ

ていくというのは十分知っているところで

ございますので、今後の検討課題というこ

とでさせていただきたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  ほかに質疑ございませんか。 



 

 1－15 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今、各議員から出てますように、本人自

身にどうのこうのという話ではなくて、や

っぱりその選任する側の責任が非常に大き

いなという気がします。今出てる二つの問

題というのがあると思うんですね。一つは、

これまで私も長いこと、腐るほど議員させ

てもらいましたけども、やっぱり能勢と豊

能のせめぎ合いというのは今までずっとあ

ったんですよ。その部分は非常に大きな部

分やなと思うんですよ。この西日本何たら

いう会社、能勢にありますわな。私は責任

者の、違いますか。能勢に事務所がありま

すな、そしたら、あの道路沿いに。あの会

社じゃないんですか。どこにあるんですか。

それも後で聞きますわ。 

  それともう１点は、やっぱり新会計にな

るという形では、複式簿記とかいう話も出

ましたけども、私も簿記３級ぐらいですけ

ども、これは非常に難しい問題があるんで

すよ。今までの処理と全く違う処理をせな

あかんと。じゃあ例えば臨財債はどういう

ふうな処理をするのかと。あれは借金やけ

ども借金という形じゃない形でやらないか

ん。国に対しても、赤字を出したらあかん

ような形で今やってます。それが今度は新

しい形はきちっと出さなあかんような形に

もなります。その辺のことも勘案して、や

っぱり町を指導する形、監査もそうやけど

も、指導できる人じゃないとあかんのちゃ

うかなと。今、豊能町は非常に財政危機に

陥って、財政再建とかいうて、町長は今、

その施政方針の中で言いましたやろ。活性

化するために将来永続的にやれる町をつく

るためには、やっぱり財政。政治と経済と

いうのは一つにならなあかんわけですよ。

その分の一翼を担う経済のほう、財政のほ

うが全くわからないということじゃないけ

ども、これに専門の人を入れんと豊能町の

将来ないと思うんですよ。こういうことを

勘案して今回選んだんですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  先に私のほうから、お尋ねの西日本住宅

評価センターの所在地についてお答えをい

たします。大阪市西区北堀江にございまし

て、本社は、その他支店が京都、神戸、名

古屋にございまして、事務所が豊橋、三重、

岐阜、岡山、松山、福岡にあるという会社

でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  財政的な件については大事だということ

は十分認識している中で、今回も財政健全

化推進プラン等で推進しているところでご

ざいますけれども、監査のこの話につきま

しても非常に重要なことということは認識

は重々しておるところでございまして、そ

ういった意味からも行政経験また民間での

経験ということが豊富である。特にこの事

業について適正に執行されているかという

視点で見るに当たっては、そういった能力

ということも非常に重要な能力というふう

なことと認識しておりまして、今回はその

能力のほうをより重要だということの判断

でこの方を選ばせていただいたところでご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今、適正執行ということを言われました
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けども、適正執行の前にきちっと実態が把

握できないと適正執行できないんですわ。

監査する場合、今言ったように、やっぱり

財政的な面の監査ということになれば、そ

れはきちっと把握できないとできないわけ

でしょう。それ町長は簿記どれだけ知って

るか知りまへんけども、専門的なことはや

っぱり専門的な知識が必要なんですよ。だ

からその以前のことができないで、何でそ

の適正な執行ができるんですかと、皆さん

心配されているわけです。ということでし

ょう。今、町長さっきの町政運営方針で持

続可能な豊能町、この基礎は何なんですか。

それとその人、その会社で何をしてはるん

か知りませんけども、民間で能力をつけた

みたいなことを言うてますけども、どこの

会社、何をやってる会社でどの部門を担当

しておったのか教えてください。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  西日本住宅評価センターは国土交通大臣

認証の登録住宅性能評価機関並びに指定確

認検査機関という会社でございます。長浜

さんはその会社の確認検査本部というとこ

ろにおられて、その部長をお務めというふ

うに聞いてございます。 

（発言する者あり） 

○総務部長（内田 敬君） 

  業務の内容は今申し上げた二つの、国土

交通大臣認証の機関であると。 

（発言する者あり） 

○総務部長（内田 敬君） 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  確認事務の管理全体の部長というふうに

認識しておりますので、事務管理について

は非常に適正に判断できる資質はあるとい

うふうに私は十分認識しております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  非常に無責任な選任をしてるなと。本人

自身に対しても非常に迷惑な話やと思うん

です。本人をやっぱり十分確認せんとそう

いうことをしておったらだめですよ。豊能

町なくなりまっせ、これ、はっきり言うた

ら。今、豊能町で一番困ってることは何で

すか。長いことかけて財政再建、財政再建

て今まできてるんですわ。これまでこの二、

三年間、基金を取り崩さんとやってこれて

おったのが、去年から基金を取り崩さなや

っていけないというような形になってるん

ですわ。じゃあこれからどうするのかとい

う部分も、監査・監督もそうやけど指導す

るような人を選ばなあかんのちゃいます。

実際面接していろいろ話したと思うんです

けども、町長のそういう軽い考えで豊能町

は持続可能な町になります。これ大きな問

題ですよ、ここのとこは。これは皆さん人

事案件やから否定したくない、本人さんに

対して申しわけない。ただ、だからといっ

て豊能町どうでもええんかと、ほかの議員

さんもそうですけど、そんな軽い考えでこ

んなもん出してきたらあかんですよ。どん

だけ調査したんか知りませんけど、今、先

に天下りやないかという話も出てるんです

よ。何でそういう疑いのある人を選ぶんか

と。人を選ぶということは大変なことなん

ですよ。簡単に人を選ぶいうようなことは

できないはずです。それは町長だけの責任
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じゃなくて、町長が町民全体に対する責任

を負うているということですよ。わかりま

す。人を選ぶということは。もうちょっと

真剣に考えんとこの町、何が持続可能です

か。なくなりますよ。町長の考えちょっと

聞かせてください。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  要は財政的に、基金の取り崩しに頼らな

いことを目指して、今、財政健全化推進プ

ラン、そういったことを今、進めていると

ころでございます。まずそれが１点でござ

います。 

  監査委員につきましては、人事案件につ

きましては、私は行政の事業の内容につい

てきっちりと見ていただける能力は十分有

しているということでこの方を選ばせてい

ただいたところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  ほかにございませんか。 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  済みません。町長の答弁を聞いていると、

何か大丈夫かなという感じになってくるん

ですね。すごい僕は残念なのは、会計より

も事務執行のところもあるので今回はそち

らを重点とさせていただきましたみたいな

ことを言われました。僕は監査というのは

まずは第一義が会計、会計の監査というふ

うに認識しております。それで私自身も勤

めていたときに、やはり会社の会計がわか

るかというと、部署が変われば経理にいな

い限りほぼわからないですね。ではお聞き

しますが、この方にそういった会計的な経

験、知識などはどのくらいあるのか。これ

は町長がそれよりも事務執行の面で選ばれ

たということを言われたからですよ。それ

をまずお聞きします。 

  それで、よく、民間にいたから何かすご

い民間でもまれて民間の感覚をっていうこ

とで民間ということをおっしゃられてるん

ですけど、今、事業内容を聞いていると、

何か、国の出先機関で何か評価をするとい

うような感じにしか聞こえなくて、何かも

うちょっと詳しい業務内容をちょっとお聞

かせいただきたい。 

  それともう１点は、多分多くの、今回選

ぶというのは今まで選ぶよりも非常に重要

で、小寺議員や野村議員がおっしゃられて

たように平成３０年度から複式簿記に変わ

っていくと、これって大変革なんですよね。

今まで行政というのは単年度会計でやって

ました。それが民間企業のような複式簿記

に会計なる。すごい変わることなんですよ。

だからほかのところでは会計の専門家であ

る公認会計士とか。そこの１市３町もそう

ですよね。１人は議員の中から選びますけ

ど、もう１人は公認会計士の方が引き続い

てしていただきましたよね。だからそうい

った状況が多いと思いますよ。もしそうお

っしゃられるなら公認会計士入れてないと

ころ、入れてるところの割合とか、もしわ

かってたらまた教えてください。 

  だからそれだけ大きく変わる。じゃあこ

の方の行政経験というのは、疑問に思うの

は単年度会計のときの行政経験かなと思っ

てしまうわけです。経歴を見るとね。そう

したらじゃ複式簿記、民間の会計をどこま

で詳しく知ってるのかなっていうところに

疑問がありますので、そこら辺を把握され

てたらお聞かせください。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 
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  まずお尋ねになりました業務内容でござ

いますけども、西日本住宅評価センターは

先ほど申し上げたとおり国土交通大臣認証

の機関ではございますが、会社のなさって

いる業務内容は住宅の品質等のそういう評

価とか建築基準法に基づく確認とか検査と

か長期優良住宅の普及でありますとか、そ

ういうことをなさっておられまして、その

うち長浜さんは確認検査本部の中の事務部

門であります確認事務管理部というところ

でございまして、その会社全体にかかるよ

うなそういう監査のような業務をやってい

るというふうに御本人からはお聞きをして

おります。 

  それから公会計の話でございますけども、

公会計につきましては確かに公会計制度が

導入されるということ、それも義務化され

るわけでございますが、その市町村、都道

府県と自治体の会計制度が変わるというこ

とではなくて、公会計も今までの決算書も

両方つくると、こう変わるわけです。した

がいまして議会に認定いただくのは今まで

の決算書で、公会計いうのは公会計制度で

こういうバランスシート等をつくるわけで

すけども、それは財産の状況がどうである

かと、経年のこともわかるようにお示しを

するという、恐らく参考資料のような取り

扱いになるのではないかと私は感じており

まして、その公会計になる複式簿記そのも

のが決算書になるということではないとい

うことで、そこのところは御認識をいただ

きたいと思います。 

  公認会計士についてはちょっと調べたこ

とがございませんので、ほかの市町村どれ

ぐらいおられるかわかりませんが、ただ、

こういう町村小さいところについては識見

から１名、議会から１名ということで２名

の制度をとっておられるということがほと

んど大半であるということはわかっており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  会計の能力があるかということでござい

ますけれども、大きく二つあるということ

で思っております。会計の能力、それとあ

とはこの事務が適正に執行されているかと

いうことについてであるということで、事

務が適正に執行されているかということに

ついては十分能力はあると思っております

し、会計の能力についても一定この会社で

も総務部門で会計的なところも見てるとい

うことから、十分執行できるというふうに

私は判断しております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  どうして事務執行のほうに重きを置くの

かなというところが、当然そこは大事なん

ですよ。でもそれは町長であり議会であり

でもできる。さらに会計監査というのは、

決算書にも相違ありませんてサインします

よね、会計監査の方は。それだけ特化して

るわけですよね。一番重要な仕事だと思い

ますよ。会計監査を抜きにして事務執行と

いう発想が、僕はそこで一番不安に思うわ

けですね。その感覚で大丈夫かなというと

ころが非常に怖いというふうに感じてしま

います。 

  それで内田部長、今は参考資料とおっし

ゃられましたけど、多分いずれそうなるん

ですよ。そうじゃないとわざわざ参考資料

で出して、ずっと同じ二つつくらせて、そ

れでどっかの段階で参考資料なくなるとか
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いうことはないと思いますから、いずれ参

考資料の、試験的に導入していって切りか

えていく、だからこそさせるんだと思いま

すよ。その必要がなかったらわざわざ、単

年度会計がすばらしいというものであれば

ずっとそれでいってるはずですよ。でもそ

こにはいろいろと問題があって、継続的に

も見れないとかいろいろあるから複式簿記

というものを入れていく。でも最初いきな

り切りかえたら混乱するだろうから、最初

は両方つくって参考資料でいかすというふ

うな考えだと思いますよ。そこら辺の、僕、

認識は、今は参考資料かもしれませんけど

もいずれそう変わるというところと思って

ますから、そこら辺の認識を再度確認させ

てください。 

  それと民間企業の、よく何か行政の方っ

て民間企業にいたらすごい経験を積まれた

という感じですけど、多分ずっと公務員さ

れてて、退職して民間企業に行く場合って、

ほぼ思考って変わらないですよ。民間企業

のほうが長ければ別ですよ。長く民間企業

におられて、公務員のほう、行政のほうに

携わったというんであれば民間企業の視点

というのはすごい生きると思いますけど、

逆ですよね。どちらかというと行政経験の

ほうが長いわけですから。それで今聞いて

る中でも不動産の評価点検をする側ですよ

ね。例えば住宅メーカーでいろいろ競い合

って業績を伸ばすとか、そこなら、ああす

げえなって感じですけど、評価点検をする

という会社、会社自体でいうと国のある種

出先機関の一つなのかなという印象を受け

るので、余りそこら辺で民間企業っていう

ところの、余り表に出されないほうが、出

すと何かすごい誤解を生じる部分があると

思いますけどもいかがでしょうか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  お尋ねは町長にお尋ねやったと思うんで

すけど、私のほうからは町長が事務の執行

に重きを置いたというところの監査委員さ

んの業務の中身について御説明を申し上げ

たいと思いますが、この場にも監査委員を

なさった議員さんも何人かおられますので

御存じの方もおられるかもわかりませんが、

監査委員さんはまずは例月出納検査といい

まして、毎月１回お金の出入りが正しいか

どうかをごらんになります。それから決算

審査並びに財政健全化判断比率審査という

ことで、決算の状況が正しいかという審査

もなさいます。それから一番大きいのが定

期監査でございまして、定期監査につきま

しては毎年１回、その事務の内容等を監査

をするというようなことでございます。そ

れからこれは随時といいますか、その都度

でございますけども、住民監査請求、こう

いうものがございまして、住民監査請求に

ついてはその都度その監査の、住民さんの

監査請求の内容について審査をなさるとい

うようなことでございまして、どちらかと

いうと数字そのもの、電卓かちゃかちゃた

たくというような、そんなことがお仕事と

いうことはまずございませんでして、職員

がやっている事務の考え方とかそれが正し

いかどうかをごらんになるのが、また指

導・指摘なさるのが監査委員さんであると

いうようなことでございまして、町長が事

務の執行に重きを置いたというのは、その

監査委員さんの職務そのものの中身がそう

いうものであるからそう言っておるという

ことでございます。 

  それから公認会計士のことについて、そ

ういう専門知識がないということでござい

ますけども、これは監査委員さんではない

ですけども、我々財政の所管では、平成２
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８年度においては公認会計士さんとかそう

いう専門家の知識をおかりするという予算

も当初予算にお願いをしてございますので、

その点職員はそういう専門知識を助けてい

ただきながら取り組んでまいるということ

にしてございます。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  繰り返しになりますけれども、今言った

ような仕事の内容というのが主な業務でご

ざいますので、この方の能力については非

常に適正であるというふうに私は判断した

ところでございます。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  最後の質問がわからんと思うんですわ。

前置きが長いもんやさかいに。だから簡潔

に質問お願いいたします。 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  済みません。そうしたら３回目ですね。

最後に質問したのは、民間企業って言いま

すけども、それを何か説明のときは民間と

行政ですごい両方のバランスを持って見て

るからいろいろな角度から見れるみたいな

ところで説明されましたけど、よくよく中

身を聞いてるとそうではないんじゃないか

と、誤解を招くようなことになりはしない

かと。民間企業って皆さんが普通に聞くと、

いろいろな競争があって、いろいろな当然

業績を上げたりとか下がったりとか、そう

いったところのメーカーの企業を想像して

しまいますので。でもよくよく中身を聞い

ていると国の認証機関で、そのそれらを評

価する。住宅メーカーがしている家であり

いろいろなことを評価する仕事のような感

じに聞こえてくるんですね。そこと同じよ

うに何か評価件数でいろんな競い合って、

こことの、ある不動産メーカーのところを

勝ちとったとか、そういったところじゃな

くて、そこら辺が出してる物件に対しての

評価をするところと聞こえましたので、そ

れであればちょっと民間というところに違

和感を感じますので、そういったときには

民間ということをあえて使わないほうが誤

解を招かなくていいんじゃないですかとい

うことを質問させていただきました。 

  総務部長がおっしゃられた監査の内容、

当然職員の方はいろいろな力をかりてとい

うのはよく理解します。でも、それだと中

でしか判断されないわけですよね。監査の

重要なところは外からの目線というところ

が非常に重要と考えるわけですから、やは

りそこは会計的な、でもやっぱりいろいろ

なところで数字を見るということは非常に

重要になってくるわけですよ。そういった

ところではやはり公認会計士の監査という

ものを私は当初から一般質問でもお願いし

てました。一時は日下町長時代に公認会計

士の方に監査委員していただいたこともあ

ります。でもそれ以来また変わってしまい

ましたけども。やはりほかのところがなぜ、

公認会計士の方を選ばれているところが結

構あるわけですよ。比較得意なんですから、

そういったところを考えると、今部長が言

われた答弁では苦しいと思いますよ。そう

いった側面もありますけど、じゃあほかの

ところはなぜ公認会計士の方選ばれてるん

ですかということをぜひ一度聞いてみてい

ただきたい。そうしたらほかの方でもいい

んですよね。わざわざ会計の専門家に来て

いただく必要ないんですから。おっしゃら

れるのがそうであれば。でもそういったと

ころが非常に多いわけですね。だからそこ
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ら辺は一度、されてるところがあるので、

なぜその公認会計士の方を選ばれたのか、

そこを聞いて、ちょっと意識のほうも変え

ていただきたいなと思いますけどいかがで

すか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  まずは先ほどの、民間の経験ということ

を余り言わないほうがいいんじゃないかと

いう御指摘だったんですけれども、先ほど

申しましたように行政の経験もある。民間、

これは株式会社ですので民間でございます。

その中で管理事務の、要は事務の管理、こ

れを統括されているということで、そうい

った意味からは、これ２４年から勤められ

てるということで相当のこういった経験も

お持ちだというふうなこと、ということも

認識しております。ですので民間というこ

とを強調したというふうにちょっと受け取

られたかもしれないですけれども、要は公

務員の経験も長く、民間での経験もあると

いうふうに私は認識しておりまして、その

あたり、済みません、聞き違い、説明不足

であったかもしれませんので、それについ

ては申しわけございませんでした。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  ほかのところでも公認会計士を立ててる

ということもあるというふうなこともあり

ます。今後はそういったことも検討はして

いきたいとは思っております。まずは、た

だ、今先ほど部長からもありましたように、

今の事務の内容等々も勘案しながら、今現

在この方が適切というふうなことで判断さ

せていただいたところでございますので、

今後御意見としては承っていきたいと思っ

ております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は放送をもってお知らせいたします。 

（午前１０時４７分 休憩） 

（午前１１時３６分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  町長より発言を求められていますので、

これを許します。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  先ほど議会を中断させ、このようなお時

間をおとりいただき、議長並びに議員の皆

様にはお礼申し上げます。 

  先ほど、事務執行の審査が会計審査より

大切だと受け取られるような誤解を受ける

発言をしましたことをおわび申し上げます。 

  監査を行うに当たり、会計的な視点は重

要です。外部の視点、公平・忠実な監査、

また会計の監査をしていただけるというこ

とでふさわしい人物だと判断して選定いた

しましたのでよろしくお願い申し上げます。 

○議長（岩城重義君） 

  これより討論を行います。 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  １番・野村剛志、議長のお許しを得て賛

成の討論をさせていただきます。 
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  この第１号議案につきまして、町長から

御説明がありましたが、今、豊能町行政は

国からの会計制度、こういったことからの

指示にもよりまして改革・変革を迎える時

期となっております。その中において、や

はりこの町の行政に対する監査委員の仕事

とは大変重要なポジションにあると思いま

す。議会と監査委員のこの仕事というのは、

監査するその仕事というのは非常に大事な

ことと思います。その中の任に当たっての

監査委員は、特に公認会計士なども大阪府、

そちらへ問い合わせてもそういった方が望

ましいのではないか、こういう意見もいた

だくぐらいのところでございます。 

  今回、御推薦をされている長浜裕一さん

におかれては、公認会計士ではありません

が、その任に当たるに際して十分耐え得る

ものという説明も、今も町長からあったと

ころでございます。より一層の豊能町の活

性のために、評価そして決算仕訳、こうい

ったことをしっかり見てもらえる、そのよ

うな方であるということに期待をいたしま

して、賛成とさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

○議長（岩城重義君） 

  ほかに討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（岩城重義君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は御起立願います。 

（多数起立１２：１） 

○議長（岩城重義君） 

  起立多数であります。 

  よって、第１号議案は原案のとおり同意

することに決定いたしました。 

  日程第６「第２号議案 豊能町行政不服

審査に関する条例制定の件」を議題といた

します。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第２号議案、豊能町行政不服審査に関す

る条例制定の件について御説明申し上げま

す。 

  議案書の３ページから６ページを御参照

願います。 

  本件は、行政不服審査法の施行に伴い、

同法第８１条第１項の規定に基づき、豊能

町行政不服審査会を設置するとともに、同

法の施行に関し必要な事項を定めるもので

ございます。 

  それでは、条例の内容について御説明申

し上げます。 

  第１条では条例の趣旨を規定し、第２条

では法第８１条第１項の規定に基づき、地

方公共団体の執行機関の附属機関として審

査長の採決の判断の妥当性を審査する第三

者機関である、豊能町行政不服審査会につ

いて規定いたします。第３条は、審査会の

組織について。第４条は審査会の委員につ

いて。第５条は審査会の会長について。第

６条は審査会の専門委員について。第７条

及び第８条は審査会の会議の運営について、

それぞれ規定いたします。第９条では審査

請求人等が審理員等に提出された書類等の

写しの交付を求めた際の費用について規定

するとともに、別表において手数料の額を

規定し、第１０条では審査会に提出された

資料について、審査請求人等がその写しを

求めた際の費用についても第９条と同様に

規定をいたします。第１１条は、規則への

委任について規定するものでございます。 

  なお、附則として、第１項ではこの条例

の施行期日を平成２８年４月１日とし、第

２項では豊能町報酬及び費用弁償条例を改

正し、新たに行政不服審査会会長と同委員
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及び専門委員の報酬の額を規定するもので

ございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（岩城重義君） 

  日程第７「第３号議案 行政不服審査法

の施行に伴う関係条例の整備に関する条例

制定の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第３号議案、行政不服審査法の施行に伴

う関係条例の整備に関する条例制定の件に

ついて御説明申し上げます。 

  議案書の７ページから１２ページを御参

照願います。 

  本件は、行政不服審査法の施行に伴い、

関係する六つの条例について改正するもの

でございます。 

  それでは、条例の内容について御説明申

し上げます。 

  第１条は、豊能町情報公開条例を改正す

るものでございます。改正の内容でござい

ますが、条例の全般にわたる改正としまし

ては、法の改正に伴い、不服申し立ての類

型が審査請求に一元化されたことによる文

言等の整理をするものでございます。 

  それ以外の改正としましては、第１７条

第１項本文では、行政不服審査法の施行に

伴う関係法律の整備等に関する法律、これ

は以下整備法と申し上げますが、その整備

法により改正された行政機関の保有する情

報の公開に関する法律の内容に準じ、開示

決定等または開示請求に係る実施機関の不

作為に係る審査請求を、豊能町情報公開審

査会への諮問の対象に追加するものでござ

います。 

  第１７条の２では、開示決定等または開

示請求に係る不作為に係る審査請求があっ

た場合には、法第９条第１項ただし書きの

規定に基づき、同項本文の規定による審理

員による審理手続を対象除外とする規定を

新設するものでございます。 

  次に第２条は、豊能町個人情報保護条例

を改正するものでございます。改正の内容

でございますが、第３０条第１項では、整

備法により改正された行政機関の保有する

個人情報の保護に関する法律の内容に準じ、

開示請求等に関する実施機関の不作為に係

る審査請求を豊能町個人情報保護審査会へ

の諮問の対象に追加するものでございます。 

  第３０条の２では、開示決定等または開

示請求に係る不作為に係る審査請求があっ

た場合には、同法第９条第１項ただし書き

の規定に基づき、同項本文の規定による審

理員による審理手続を適用除外とするもの

でございます。 

  その他、不服申し立ての類型が審査請求

に一元化されたことによる文言等の整理を

するものでございます。 

  次に、第３条は、豊能町行政手続条例を

改正するものでございます。改正の内容で

ございますが、第３条第１０号において不

服申し立ての類型が審査請求に一元化され

たことによる文言の改正でございます。 

  続きまして第４条は、職員の退職手当に

関する条例を改正するものでございます。

改正の内容でございますが、第１５条の２

第４項において引用する法の規定の条項番

号を改正するものでございます。 

  次に第５条は、豊能町税条例を改正する

ものでございます。改正の内容でございま

すが、第１８条の２第１項において不服申

し立ての類型が審査請求に一元化されたこ

とによる文言の改正でございます。 

  最後に第６条は、豊能町固定資産評価審

査委員会条例を改正するものでございます。
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改正の内容でございますが、第４条では法

に準じ第２項において審査申出書の記載事

項を追加するなど整理をし、第３項におい

て引用する政令の規定の条項番号を改正い

たします。また同条第６項として審査申出

人の代表者等がその資格を喪失した場合の

届け出義務規定を追加し、第６条では、弁

明書及び反論書の審査関係者への送付に係

る規定を追加するなど整備をいたしまして、

第１条第１項では、法に準じ委員会が作成

する決定書の記載事項等に係る規定を追加

するなどの整備をするものでございます。 

  なお、附則としましてこの条例は平成２

８年４月１日から施行するものでございま

す。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（岩城重義君） 

  日程第８「第４号議案 人事行政の運営

等の状況の公表に関する条例及び職員の勤

務時間、休日、休暇等に関する条例改正の

件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第４号議案、人事行政の運営等の状況の

公表に関する条例及び職員の勤務時間、休

日、休暇等に関する条例改正の件について

御説明申し上げます。 

  議案書の１３ページ、１４ページを御参

照願います。 

  本件は、地方公務員法及び地方独立行政

法人法の一部を改正する法律による地方公

務員法の改正に伴い、人事行政の運営等の

状況の公表事項等を整備するものでござい

ます。 

  それでは、条例の改正内容について御説

明申し上げます。 

  第１条では、人事行政の運営等の状況の

公表に関する条例を改正するものでござい

ます。改正の内容でございますが、第２条

第２項では地方公務員法第５８条の２第１

項において人事行政の運営の状況の報告事

項が追加されたことから、同事項を追加す

るものでございます。なお、この第２条第

２項各号に掲げる事項が公表事項になるも

のでございます。第３条第２項では、行政

不服審査法の全部改正に伴い、第２号中の

用語を改正するものでございます。 

  次に、第２条では、職員の勤務時間、休

日、休暇等に関する条例を改正するもので

ございます。改正の内容でございますが、

第１条中引用する地方公務員法の規定の条

項番号を同法の改正に伴い改正するもので

ございます。 

  附則としまして、この条例は平成２８年

４月１日から施行するものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（岩城重義君） 

  日程第９「第５号議案 豊能町議会の議

員その他非常勤の職員の公務災害補償等に

関する条例改正の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第５号議案、豊能町議会の議員その他非

常勤の職員の公務災害補償等に関する条例

改正の件について御説明申し上げます。 

  議案書の１５ページ、１６ページを御参

照願います。 

  本件は、地方公務員災害補償法施行令の

改正に伴い、議会の議員等の公務上の災害

補償に関し、同一の事由により他の法令に

よる給付が支給される場合の調整率を改正

するものでございます。 



 

 1－25 

  それでは条例の改正内容について御説明

申し上げます。 

  附則第１０条で、同一の事由により社会

保障給付が支給される場合の調整規定を改

正するもので、第１項において年金たる補

償、傷病補償年金、傷害補償年金、遺族補

償年金のうち傷病補償年金と同一の事由、

また第２項において休業補償と同一の事由

によりそれぞれ厚生年金保険法による障害

厚生年金等が支給される場合の調整率を改

正するものでございます。 

  改正条例の附則では、第１項においてこ

の条例の施行日を平成２８年４月１日とし、

第２項においてこの条例の経過措置を定め

るものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（岩城重義君） 

  日程第１０「第６号議案 豊能町一般職

の職員の給与に関する条例等改正の件」を

議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第６号議案、豊能町一般職の職員の給与

に関する条例等改正の件について御説明申

し上げます。 

  議案書の１７ページから３０ページを御

参照願います。 

  本件は、国において行われた一般職の職

員の給与に関する法律等の一部を改正する

法律の改正内容に準じ、一般職の職員の給

与の改定等を行うとともに、地方公務員法

及び地方独立行政法人法の一部を改正する

法律による地方公務員法の改正に伴い、規

定の整備等を行うものでございます。 

  それでは、条例の改正内容について御説

明申し上げます。 

  １８ページでございますが、第１条では、

豊能町一般職の職員の給与に関する条例を

改正するものでございます。改正の内容で

ございますが、第２３条第２項では１２月

の勤勉手当支給月数を0.１月、再任用職員

については0.０５月それぞれ引き上げ、期

末勤勉手当の年間支給月数を4.２月に、再

任用職員については2.２月とするものでご

ざいます。 

  附則第１１項では、勤勉手当の支給月数

の改定に伴い、特定職員、これは５５歳以

上で６級以上の職員でございますが、その

特定職員の勤勉手当の調整率を改定するも

のでございます。給料表では別表第１行政

職給料表を改定し、平均改定率0.４％を引

き上げるものでございます。 

  また、別表第２医療職給料表についても

行政職給料表との均衡を基本に引き上げる

ものでございます。 

  次に２８ページでございますが、第２条

では、豊能町一般職の職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例、これは平成２

６年の豊能町条例第２８号でございますが、

それを改正するものでございます。改正の

内容でございますが、附則第９項において

条例本則第１４条の２第２項で定める地域

手当の支給率の特例として定めていた期間

を平成２７年４月１日から平成２８年３月

３１日までとし、その間の支給率を５％と

するものでございます。なお、この改正に

より平成２８年４月１日からの地域手当の

支給率は条例本則の６％とするものでござ

います。 

  第３条では、豊能町一般職の職員の給与

に関する条例を改正するものでございます。

改正内容でございますが、第１条では地方

公務員法の改正に伴い引用する同法の規定

の条項番号を改正するものでございます。

第３条第３項では、地方公務員法の改正に
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伴い、同項に等級別基準職務表を規定する

とともに、別表第３として同表を整備する

ものでございます。 

  第１４条の２第２項では、国に派遣する

職員の地域手当支給率を新設するもので、

東京都特別区の支給率に合わせ２０％とす

るものでございます。 

  第１８条では、第３項の年末年始に勤務

した職員の休日勤務手当の加算規定を削除

するものでございます。 

  第２１条の２、災害応急対策や選挙事務

など特殊勤務の場合の時間外勤務手当の特

例の条文、これがあるわけでございますが、

それを削除するものでございます。 

  第２２条の３第４項では、行政不服審査

法の全部改正に伴い引用する同法の規定の

条項番号を改正するものでございます。 

  第２３条第２項では、勤勉手当の支給配

分を改定するもので、これにより期末勤勉

手当の６月期、１２月期の支給配分が改定

となるものでございます。 

  ２９ページをお願いいたします。附則第

１１項では、勤勉手当の支給配分の改定に

伴い、特定職員の勤勉手当の調整率を改定

するものでございます。 

  別表第２、医療職給料表及び別表第３イ、

医療職給料表等級別基準職務表では、職務

の級のうち５級を削除するものでございま

す。 

  なお、附則としまして第１条及び第２条

の条例は公布の日から施行し、平成２７年

４月１日から適用するものでございます。

また、第３条の条例は平成２８年４月１日

から施行するものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（岩城重義君） 

  日程第１１「第７号議案 豊能町国民健

康保険税条例改正の件」を議題といたしま

す。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  第７号議案、豊能町国民健康保険税条例

改正の件につきまして提案理由の御説明を

申し上げます。 

  議案書の３１ページから３３ページを参

照願います。 

  今回の改正は、保険給付の増加や高齢化

などにより収支不均衡が見込まれる国保事

業財政の健全化を図るため、保険税率の見

直しを行うものでございます。 

  第３条から第５条の２までは医療分に係

ります税率の改正でございます。第３条第

１項は所得割を6.４％から7.１５％に、第

５条は均等割を３万円から３万2,３００円

に。第５条の２は平等割の一般世帯を２万4,

６００円から２万5,０００円に、特定世帯

を１万2,３００円から１万2,５００円に、

特定継続世帯を１万8,４５０円から１万8,

７５０円に、また第５条の３から５までは

後期高齢者支援金に係ります税率の改正で

ございまして、所得割を1.４２％から2.３

６％に、均等割を6,８００円から１万９０

０円に、平等割の一般世帯を5,３００円か

ら8,４００円に、特定世帯を2,６５０円か

ら4,２００円に、特定継続世帯を3,９７５

円から6,３００円に、第６条から第７条の

３までは介護給付金に係ります改正でござ

いますが、所得割を1.８％から2.３３％に、

均等割を7,７００円から9,６００円に、平

等割を4,０００円から4,９００円にそれぞ

れ改正するものでございます。 

  また、第１３条につきましては、被保険

者世帯の所得状況等による保険税の軽減額

を規定しており、７割、５割、２割の均等

割、平等割の減額につき規定を改定するも
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のでございます。 

  なお、附則といたしましてこの条例は平

成２８年４月１日から施行するものでござ

います。また、改正後の規定は平成２８年

度以降の年度分について適用し、平成２７

年度分まではなお従前の例によるものとい

たします。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（岩城重義君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は、１３時ちょうどといたします。 

（午後０時００分 休憩） 

（午後１時００分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程第１２「第８号議案 平成２７年度

豊能町一般会計補正予算の件」を議題とい

たします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第８号議案、平成２７年度豊能町一般会

計補正予算の件について御説明申し上げま

す。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  平成２７年度一般会計補正予算（第６

回）でございます。 

  第１条としまして、歳入歳出の総額にそ

れぞれ9,８４０万6,０００円を増額し、予

算の総額を６８億7,４３９万9,０００円と

するものでございます。 

  次に第２条、繰越明許費の補正でござい

ますが、５ページをお開き願います。 

  款２・総務費の地域ぐるみの定住化促進

事業、款６・農林水産業費及び款７・商工

費の農×観光戦略推進事業は、いずれも国

の平成２７年度補正予算、地方創生加速化

交付金に係る事業で、年度内に事業を完了

できないため、その全額を翌年度に繰り越

すものでございます。 

  款３・民生費、社会保障税番号制度対応

システム改修事業につきましては、国の制

度改正に伴う障害福祉管理システムの改修

を行うもので、年度内に事業を完了できな

いため、システム改修費を翌年度に繰り越

すものでございます。 

  次に款８・土木費の農道等維持補修事業、

法定外公共物維持管理補助事業、成人健康

増進事業、準用河川等維持補修事業につい

ては、現在工事を発注しておりますが、年

度内に事業を完了できないため、翌年度に

繰り越すものでございます。 

  ６ページをお開き願います。 

  款１０・教育費の子ども・子育て支援シ

ステム改修事業につきましては、国の制度

改正に伴うシステム改修を行うもので、年

度内に事業を完了できないため、翌年度に

繰り越すものでございます。 

  同じく教育費の小学校施設整備事業につ

きましては、吉川小学校耐震工事等に要す

るもので、年度内に事業を完了できないた

め、翌年度に繰り越すものでございます。 

  款１３・災害復旧費の公共土木施設災害

復旧事業は、平成２７年災害のうち町道の

災害復旧工事において、年度内に事業を完

了できないため、翌年度に繰り越すもので

ございます。 

  次に第３条、債務負担行為の補正でござ

いますが、７ページをお願いいたします。 

  今年度に起こしました１０の債務負担行

為につきまして、いずれも事業費が確定し

たため減額するものでございます。 

  それでは、今回の補正の内容について、

まず歳出から御説明申し上げます。１２ペ

ージをお開き願います。 

  なお、今回の補正は事業費の確定に伴う
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不用額の減額と歳入の確定に伴う財源振替

を行いますが、それら不用額と財源振替の

説明は省略いたします。また、各費目の人

件費事業でございますが、１３ページの退

職手当を除き、第６号議案の一般職給与条

例の改正に伴うものでございますので説明

を省略いたします。 

  まず１３ページをごらん願います。 

  一般管理費の退職手当2,３１３万9,００

０円でございますが、一般職３名分の退職

金でございます。 

  次に企画費の地域活性化事業につきまし

ては、シティプロモーションプラン策定支

援業務の委託料や、住宅流通促進拠点の運

営補助金などを増額するものでございます。 

  ２０ページをお開き願います。 

  農業振興費の農業振興事業につきまして

は、豊能町農業観光戦略策定支援業務など

の委託料、旧高山幼稚園の改修工事費、農

×観光戦略推進事業補助金などを増額する

ものでございます。 

  ２２ページをお開き願います。 

  商工総務費の観光事務事業につきまして

は、地域による観光戦略を実施する団体等

に対する補助金を増額するものでございま

す。 

  ２５ページをお開き願います。 

  教育費、事務局費の子ども・子育て支援

事業は、国の制度改正に伴うシステム改修

委託料を増額するものでございます。 

  歳出については以上でございます。 

  次に、歳入について御説明申し上げます。

１１ページにお戻り願います。 

  １１ページの国庫支出金、国庫補助金の

総務費国庫補助金につきましては、歳出で

御説明いたしました地域活性化事業、農業

振興事業、観光事務事業の３事業に係る地

方創生加速化交付金でございます。 

  教育費国庫補助金につきましては、歳出

で御説明いたしました子ども・子育て支援

事業に係る子どものための教育・保育事業

費国庫補助金でございます。 

  次に、財政調整基金繰入金でございます

が、今回の補正の財源調整のため補正する

ものでございます。 

  補正予算書の説明は以上でございますが、

国の平成２７年度補正、地方創生加速化交

付金に係る３事業につきましては、現在国

に対して交付金申請を行っており、今後国

において審査され採択の可否が通知される

こととなっております。この３事業につき

ましては平成２８年度当初予算と重複する

項目もございますので、６月定例会におい

てこれらの予算の補正を行う予定にしてお

ります。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（岩城重義君） 

  日程第１３「第９号議案 平成２７年度

豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補正

予算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  第９号議案、平成２７年度豊能町国民健

康保険特別会計事業勘定補正予算について

提案理由を説明させていただきます。 

  今回の補正は人件費事業によるものでご

ざいます。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ

５０万5,０００円を増額し、予算の総額を

歳入歳出それぞれ３５億4,９６７万3,００

０円とするものでございます。 

  それでは歳出より説明させていただきま

す。お手元の補正予算書６ページをお開き

ください。 
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  総務費、総務管理費、一般管理費の人件

費事業５０万5,０００円は、人事院勧告に

基づく給与改定に係る所要額及び人事異

動・退職に伴う所要額等につきまして給与

費を補正するものでございます。 

  続いて歳入の説明をさせていただきます。

５ページをお開きください。 

  目１の一般会計繰入金５０万5,０００円

は、人件費分全額を一般会計から繰り入れ

るものでございます。 

  説明は以上です。御審議いただき御決定

賜りますよう、よろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（岩城重義君） 

  日程第１４「第１０号議案 平成２７年

度豊能町後期高齢者医療特別会計補正予算

の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  第１０号議案、平成２７年度豊能町後期

高齢者医療特別会計補正予算につきまして

提案理由の説明を申し上げます。 

  今回の補正は後期高齢者医療保険料の確

定により補正を行うものでございます。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ1,

５５５万6,０００円を増額し、予算の総額

を歳入歳出それぞれ３億9,９４４万5,００

０円とするものでございます。 

  それでは歳出から説明を申し上げます。

６ページをお開き願います。 

  款２・後期高齢者医療広域連合納付金、

項１・後期高齢者医療広域連合納付金、目

１・後期高齢者医療広域連合納付金の1,５

５５万6,０００円は、保険料徴収額相当額

の増額による補正でございます。 

  次に、歳入について説明をいたします。

５ページをお願いいたします。 

  款１・後期高齢者医療保険料、項１・後

期高齢者医療保険料、目１・特別徴収保険

料９３３万4,０００円、２・普通徴収保険

料６２２万2,０００円は、歳出で御説明申

し上げた広域連合への納付金の財源とする

ものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願いい

たします。 

○議長（岩城重義君） 

  日程第１５「第１１号議案 平成２７年

度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予

算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  第１１号議案、平成２７年度豊能町介護

保険特別会計事業勘定補正予算について、

提案理由を説明させていただきます。 

  今回の補正は、介護保険制度改正の中で

平成２７年８月から施行された利用者負担

の見直しなどに対応するためのシステム改

修及び人件費事業によるものでございます。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ１

０２万円を増額し、予算の総額を歳入歳出

それぞれ１９億5,１１３万8,０００円とす

るものでございます。 

  それでは歳出より御説明申し上げます。

お手元の補正予算書６ページをお開きくだ

さい。 

  款１・総務費、項１・総務管理費、目

１・一般管理費の人件費事業４５万7,００

０円、下段の目１・包括的支援事業費等費

の人件費事業５６万3,０００円は、人事院

勧告に基づく給与改定に係る所要額及び人

事異動・退職に伴う所要額等につきまして

職員手当や給料、共済費を補正するもので

ございます。 
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  続いて歳入の説明をいたします。５ペー

ジをお開きください。 

  款３・国庫支出金、目４・介護保険事業

費国庫補助金２５０万円は、今年度のシス

テム改修に対する国費が決定したことで、

下段の目４・その他一般会計繰入金の人件

費分全額及び、当初はシステム改修費用を

町負担分で賄おうとしていたものが不要と

なったことで、その分を減額して一般会計

から繰り入れるものでございます。 

  説明は以上です。御審議いただき御決定

賜りますよう、よろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（岩城重義君） 

  日程第１６「第１２号議案 平成２８年

度豊能町一般会計予算の件」を議題といた

します。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第１２号議案、平成２８年度豊能町一般

会計予算の件について御説明申し上げます。 

  予算書の５ページをお開き願います。 

  第１条としまして、歳入歳出予算の総額

を６３億9,７００万円と定めるものでござ

います。これは、対前年度１億6,２００万

円の増、率にして2.６％の増でございます。 

  予算の款項の区分、金額は、６ページか

ら１２ページの「第１表 歳入歳出予算」

によります。 

  第２条としまして継続費でございますが、

１３ページをお開き願います。 

  「第２表 継続費」で、款・土木費、

項・道路橋梁費、事業名は光風台駅前エス

カレーター更新工事事業でございます。総

額は１億3,５５３万4,０００円で、平成２

８年、２９年の２カ年で実施するものでご

ざいます。 

  第３条としまして、債務負担行為でござ

いますが、１４ページをお開き願います。 

  「第３表 債務負担行為」として、新地

方公会計制度対応事業以下図書館システム

更新事業まで、七つの事業につきまして、

債務負担行為の期間、限度額を定めるもの

でございます。 

  第４条としまして、地方債でございます

が、１５ページをお開き願います。 

  「第４表 地方債」として、１・町道等

維持補修事業債以下１６ページの６・臨時

財政対策債まで、六つの事業につきまして、

限度額、起債の方法、利率及び償還の方法

を定めるものでございます。 

  ５ページにお戻り願います。 

  第５条としまして、一時借入金でござい

ますが、最高額を５億円と定めるものでご

ざいます。 

  第６条としまして、歳出予算の流用でご

ざいますが、給料、職員手当及び共済費に

係る予算額に過不足を生じた場合に、同一

款内で各項間の流用ができると定めるもの

でございます。 

  それでは、当初予算の概要について、ま

ず歳出から御説明申し上げます。 

  なお、主な事業につきましては、別冊の

当初予算説明資料に掲載しておりますので、

説明を省略いたします。 

  予算書の２１ページをお開き願います。 

  款の予算額が前年度と比べ増減が大きい

ものについて、その主な要因を申し上げま

す。 

  款１・議会費は１億2,６９５万2,０００

円で、対前年度1,０９０万6,０００円の減

でございます。これは、議員共済会負担金

の負担率が減少したものでございます。 

  款２・総務費は９億7,３７６万9,０００

円で、ほぼ増減がございませんが、これは

退職手当が増となったものの、吉川支所改

修工事が完了し支所費が減となるなど、増
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減の要因がほぼ同額であったものでござい

ます 

  款３・民生費は１８億8,９４５万9,００

０円で、対前年度１億3,７０５万4,０００

円の増でございます。これは臨時福祉給付

金給付事業や、障害者自立支援事業などが

増となるものでございます。 

  款４・衛生費、款５・労働費、は省略い

たします。 

  款６・農林水産業費は8,２２６万7,００

０円で、対前年度1,１５８万円の増でござ

います。これは、農業振興費などが増とな

るものでございます。 

  款７・商工費は3,２１５万1,０００円で、

対前年度1,１１１万6,０００円の増でござ

います。これは、商工事務事業や観光事務

事業が増となるものでございます。 

  款８・土木費は５億2,１２５万3,０００

円で、対前年度１億2,６６１万4,０００円

の増でございます。これは主に、光風台駅

前エスカレーター更新事業や下水道事業特

別会計への繰出金が増となるものでござい

ます。 

  款９・消防費は３億3,９１６万3,０００

円で、対前年度１億1,２９７万8,０００円

の減でございます。これは、消防事務委託

による減や、消防団の消防車両を買いかえ

がなくなったため、減額となるものでござ

います。 

  款１０・教育費は８億9,８９６万8,００

０円で、対前年度5,２４１万4,０００円の

減でございます。これは、主に光風台小学

校及び吉川中学校の体育館天井落下防止工

事がなくなったため、減額となるものでご

ざいます。 

  公債費・予備費は省略をいたします。 

  歳出の説明は以上でございます。次に歳

入について御説明申し上げます。 

  １９ページへお戻り願います。 

  歳入におきましても、款の予算額が前年

度と比べ増減が大きいものについて、その

主な要因を申し上げます。 

  款１・町税は１８億3,１６２万3,０００

円で、対前年度4,６９１万円の減でござい

ます。これは主に個人の町民税の減による

ものでございます。 

  款２・地方譲与税から款９・地方特例交

付金まででございますが、これらはいずれ

も平成２７年度の決算見込み額などから算

定したものでございます。 

  次に款１０・地方交付税は１９億5,２０

０万円で、対前年度1,４００万円の増でご

ざいます。これは国の地方財政計画を参考

に算定し、増を見込んだものでございます。

ただし、平成２７年度決算見込み額と比較

しますと２億円強の減となるものでござい

ます。 

  款１２・分担金及び負担金は6,６４７万

円で、対前年度2,９５５万5,０００円の減

でございます。これは、消防の事務委託に

伴い、箕面北部地域消防委託業務に係る箕

面市の負担金がなくなることなどによるも

のでございます。 

  款１４・国庫支出金は５億２８３万2,０

００円で、対前年度9,３０７万3,０００円

の増でございます。これは、臨時福祉給付

金等の支給に係る補助金や、障害者自立支

援給付費、国民健康保険基盤安定に係る負

担金の増などによるものでございます。 

  次に、２０ページをお開き願います。 

  款１５・府支出金は３億7,６３７万円で、

対前年度2,５６９万9,０００円の増でござ

います。これは主に障害者自立支援給付費

や国民健康保険基盤安定に係る負担金の増

などによるものでございます。 

  款１８・繰入金は６億1,０９８万8,００

０円で、対前年度5,１４０万8,０００円の

増でございます。これは財政調整基金繰入
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金は減少したものの、退職手当基金繰入金

が皆増となったためでございます。 

  款２１・町債は４億5,２４１万8,０００

円で、対前年度6,５６６万2,０００円の減

でございます。これは土木債は増となるも

のの、消防車両に係る消防債がなくなり、

また臨時財政対策債が減となったため、総

額では減額となるものでございます。なお、

平成２８年度末の町債残高見込み額は予算

書１５５ページに掲載をしておりますので、

御参照をお願いいたします。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（岩城重義君） 

  日程第１７「第１３号議案 平成２８年

度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定予

算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  第１３号議案、平成２８年度豊能町国民

健康保険特別会計事業勘定予算の件につき

まして、提案理由の説明をいたします。 

  予算書の１６１ページをお開き願います。 

  第１条としまして、歳入歳出予算の総額

は、それぞれ３４億7,９３４万5,０００円

と定めるものでございます。 

  第２条は、地方自治法第２３５条の３第

２項の規定による一時借入金の借り入れの

最高額は２億円と定めるものでございます。 

  第３条につきましては、地方自治法第２

２０条第２項ただし書きの規定により、歳

出予算の各項の経費の金額を流用すること

ができるものにつきまして定めるものでご

ざいます。 

  それでは内容につきまして、歳出から、

主なものについて説明を申し上げます。 

  １８１ページをお開き願います。 

  １８２ページにかけての款１・総務費、

項１・総務管理費の3,２５９万5,０００円

は人件費と事務費、大阪府国保連合会との

電算処理に要する経費及び連合会への負担

金でございます。 

  次の、款１・総務費、項２・徴税費７１

万5,０００円でございますが、保険税の賦

課徴収事務に係る経費でございます。 

  １８３ページから１８４ページにかけま

しての款２・保険給付費、療養諸費でござ

いますが、１８億4,７２８万9,０００円で、

対前年度比2.６％増でございます。平成２

７年度の医療費などを勘案し予算計上して

おります。 

  次の款２・保険給付費、項２・高額療養

費２億3,９３１万1,０００円につきまして

も、平成２７年度の医療費を勘案し計上し

ております。 

  １８８ページをごらん願います。 

  款３・後期高齢者支援金等でございます

が、後期高齢者医療制度に係る支援金３億4,

１５５万6,０００円を計上しております。 

  １０９ページをお開き願います。 

  款６・介護納付金１億2,４５２万4,００

０円でございますが、これは介護保険に係

る負担分としまして第２号被保険者の保険

税と国庫負担金等を合わせまして、社会保

険診療報酬支払基金に対し拠出する経費で

ございます。 

  次の１９１ページの款７・共同事業拠出

金７億9,３０８万5,０００円でございます

が、大阪府内の全ての市町村が拠出して構

成する財源により費用負担を調整する再保

険事業の拠出金でございます。平成２６年

度までは１件３０万円以上の高額な医療費

を対象としていたものが、平成２７年度か

らは１円以上、全ての医療費を対象とする

ため、拠出金の積算から全て見直され、本

町の国保財政に大きな影響を与えるもので
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ございますが、さらに新年度につきまして

も対前年度比1.９％増となっております。 

  １９２ページの款８・保健事業費、項

１・特定健康診査等事業費でございますが、

1,９５０万5,０００円を計上しております。

これは医療保険者に義務づけられました生

活習慣病予防に対する特定健診と保健指導

に係る費用でございます。 

  １９５ページをお開き願います。 

  款１１・諸支出金、項２・繰出金７５０

万5,０００円でございますが、国保診療所

施設勘定特別会計への繰出金で、特別調整

交付金として国より交付される額を繰り出

すものでございます。 

  歳出は以上でございます。 

  続きまして、歳入の主なものを説明いた

します。 

  戻っていただきまして、１７１ページか

ら１７２ページをお開き願います。 

  款１・国民健康保険税でございますが、

対前年度比１3.２％増の７億6,２２６万6,

０００円を計上しております。これは、今

議会で御審議いただいております保険税条

例の改正額と合わせた数値とさせていただ

いております。 

  １７３ページの款３・国庫支出金、項

１・国庫負担金４億６９４万円でございま

すが、目１・療養給付費等負担金につきま

しては、保険給付費、老人保健拠出金、後

期高齢者支援金並びに介護納付金に対する

定率負担分でございます。 

  また、目２・高額医療費共同事業負担金

は、高額医療費共同事業拠出金の４分の１

に当たる負担金でございます。 

  次の項２・国庫補助金、目１・財政調整

交付金7,８９８万8,０００円でございます

が、普通調整交付金は主に財政負担能力を

考慮して配分されるものであり、市町村間

の財政力の不均衡を調整するため交付され

るものでございます。また、特別調整交付

金は、市町村の特殊事情がある場合に考慮

して交付されるものでございます。 

  次に、１７４ページの款４・療養給付費

等交付金4,２４４万1,０００円でございま

すが、退職被保険者等に係る給付費に対し

ての交付金でありますが、対象者数の大幅

な減により、交付金も対前年度比７0.１％

の大幅な減となっております。 

  次の１７５ページ、款５・前期高齢者交

付金１２億2,１８０万5,０００円は、前期

高齢者の加入率及び給付額に対しての交付

金でございます。 

  １７６ページをごらん願います。 

  款６・府支出金、項２・府補助金、目

２・都道府県財政調整交付金２億７４１万1,

０００円でございますが、保険給付費等に

対しての交付金でございます。 

  次の款７・共同事業交付金、目２・保険

財政共同安定化事業交付金５億１８５万5,

０００円は、都道府県単位で実施いたしま

す保険財政共同安定化事業拠出金に対して

の交付金で、歳出で説明した拠出額に対し

２億1,４４７万円の拠出超過、交付金不足

となる見込みでございます。 

  次の１７７ページ、款８・繰入金、目

１・一般会計繰入金１億6,６１３万3,００

０円でございますが、保険基盤安定繰入金

や地方交付税に算入される分等を一般会計

から繰り入れをするものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（岩城重義君） 

  日程第１８「第１４号議案 平成２８年

度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設

勘定予算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 
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○生活福祉部長（木田正裕君） 

  第１４号議案、平成２８年度豊能町国民

健康保険特別会計診療所施設勘定予算の件

につきまして、提案理由の説明を申し上げ

ます。 

  予算書の２０５ページをお開き願います。 

  第１条といたしまして、歳入歳出予算の

総額はそれぞれ7,７９８万8,０００円と定

めるものでございます。 

  第２条は、地方自治法第２３５条の３第

２項の規定による一時借入金の借り入れの

最高額は5,０００万円と定めるものでござ

います。 

  第３条につきましては、地方自治法第２

２０条第２項ただし書きの規定による、歳

出予算の各項の経費の金額を流用すること

ができるものにつきまして定めるものでご

ざいます。 

  それでは内容につきまして、まず歳出か

ら、主なものを説明させていただきます。 

  ２１９、２２０ページをごらん願います。 

  総務費、総務管理費、一般管理費の4,６

００万9,０００円は、主に職員人件費及び

診療所の運営管理費に要する経費でござい

ます。 

  次に２２１ページから２２２ページ、款

２・医業費2,３８６万4,０００円は、診療

に要する各種検査や歯科技工等の委託料及

び医薬品、また内科・歯科電子カルテ用の

コンピュータシステム保守等の経費を計上

しております。 

  次の款３・公債費でございますが、７４

９万7,０００円を計上しております。これ

は、診療所建設起債に対します償還金で、

本年度が最終となります。 

  歳出は以上でございます。 

  次に、歳入の説明をいたします。 

  戻っていただき、２１４ページをごらん

願います。 

  款１・診療収入の項２・外来収入の予算

でございますが、3,２８１万3,０００円、

また、２１５ページの項３・その他の診療

報酬として諸検査等収入２５０万円を計上

しております。 

  次に２１６ページの款５・繰入金、項

１・繰入金は、一般会計から3,４３９万3,

０００円、そして僻地診療所施設の運営補

助といたしまして７５０万5,０００円を国

民健康保険特別会計から、それぞれ繰り入

れをするものでございます。 

  説明は以上です。御審議いただき御決定

賜りますよう、よろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（岩城重義君） 

  日程第１９「第１５号議案 平成２８年

度豊能町後期高齢者医療特別会計予算の

件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  第１５号議案、平成２８年度豊能町後期

高齢者医療特別会計予算の件につきまして、

提案理由の説明を申し上げます。 

  お手元の予算書２３５ページをお開き願

います。 

  第１条といたしまして、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ４億3,６８６万4,０００円

と定めるものでございます。 

  それでは、主な内容につきまして、まず

歳出から説明をいたします。 

  ２４７ページをお開き願います。 

  款１・総務費は、電算機器の保守管理委

託と保険料徴収の事務経費でございます。 

  次に、２４８ページの款２・後期高齢者

医療広域連合納付金４億3,１８１万8,００

０円は、保険料徴収分等を広域連合に納付

する分担金でございます。 

  続きまして、歳入の主なものを説明申し
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上げます。 

  戻っていただきまして、２４３ページを

お開き願います。 

  款１・後期高齢者医療保険料は、特別徴

収、普通徴収を合わせまして３億8,４９５

万5,０００円の保険料を見込んでおります。 

  ２４４ページをごらん願います。 

  款３・繰入金、項１・一般会計繰入金、

目２・政令軽減分である保険基盤安定繰入

金を4,６８６万円計上しております。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（岩城重義君） 

  日程第２０「第１６号議案 平成２８年

度豊能町介護保険特別会計事業勘定予算の

件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  第１６号議案、平成２８年度豊能町介護

保険特別会計事業勘定予算の件につきまし

て、提案理由の説明を申し上げます。 

  お手元の予算書２５３ページをお開き願

います。 

  第１条といたしまして、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ１９億9,４９５万7,０００

円と定めるものでございます。 

  第２条といたしまして、地方自治法第２

３５条の３第２項の規定による一時借入金

の借入限度額は１億円と定めるものでござ

います。 

  また、第３条は、歳出予算の流用につい

て、給料、職員手当、共済費及び保険給付

費に係る予算額に過不足が生じる場合にお

ける同一款内での流用ができることを定め

るものでございます。 

  内容につきまして、歳出から、その主な

ものにつきまして説明をいたします。 

  ２７１、２７２ページをお開き願います。 

  総務費、総務管理費、一般管理費3,２４

９万9,０００円でございますが、この経費

の主なものは職員人件費と介護保険システ

ム使用料等に係る経費でございます。 

  ２７３ページをお開き願います。 

  項３・介護認定審査会費、認定調査等費1,

４１７万3,０００円は、主治医意見書作成

の手数料や、業務手数料の要介護認定調査

委託料等の経費でございます。 

  また、目２・介護認定審査会共同設置負

担金1,１９９万6,０００円でございますが、

これにつきましては、池田市、能勢町、豊

能町の１市２町によります認定審査会の負

担金でございます。 

  ２７５ページから２８１ページにかけて

の款２・保険給付費でありますが、平成２

７年度から平成２９年度までの第６期介護

保険事業計画での推計値に基づきまして、

対前年度比7.５％増の１８億5,９５４万8,

０００円を計上しております。 

  次に、２８２ページの款４・地域支援事

業費、項１・介護予防事業費の1,０７０万

円及び２８３ページの項２・包括的支援事

業等費の6,０６５万3,０００円でございま

すが、予防と自立支援に重点を置いた地域

支援事業及び地域包括支援センターの運営

に係る経費でございます。 

  次に、歳入につきまして説明を申し上げ

ます。 

  お戻りいただきまして、２６３ページを

お開き願います。 

  款１・保険料の第１号被保険者保険料で

ございますが、国のワークシートに基づき

まして、平成２７年度から平成２９年度ま

での３年間の介護保険サービス見込み額の

平均で算出しており、６５歳以上の方の第

１号被保険者数を対象に算出した額に滞納

分を含めまして５億1,５８９万1,０００円
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を計上しております。 

  次に、２６４ページをお開き願います。 

  款３・国庫支出金、介護給付費国庫負担

金ですが、現年度分につきまして国の負担

分といたしまして３億7,１９１万円を計上

しております。 

  項２・国庫補助金、現年度分調整交付金

でございますが、1,０００円だけの科目設

定のみとなっております。調整交付金は市

町村ごとの介護保険財政の調整を行うため

の補助制度でございまして、基本的には給

付費の５％相当分を交付されるものでござ

いますが、第６期計画中の本町の交付率は

ゼロ％の予定となっているためでございま

す。 

  ２６５ページの目２・介護予防事業費交

付金、現年度分２５４万6,０００円は、地

域支援事業の介護予防事業費の２５％に相

当する額、次の目３・包括的支援事業等費

交付金、現年度1,４５０万3,０００円は、

地域支援事業費の包括的支援事業等費の３9.

５％に相当する額を計上しております。 

  次の款４・支払基金交付金、目１・介護

給付費交付金、現年度分５億2,０６７万2,

０００円は、第２号被保険者の負担分とし

て介護給付費の２８％に相当する額を計上

しております。 

  また、目２・地域支援事業支援交付金、

現年度分２８５万2,０００円につきまして

は、地域支援事業費の介護予防事業費とし

て、第２号被保険者の負担分２８％に相当

する額を計上しております。 

  ２６６ページの款５・府支出金、目１・

介護給付費府負担金、現年度分につきまし

ては、大阪府の負担分であります介護給付

費の１2.５％に相当する額２億3,２４４万5,

０００円を計上しております。 

  次に、２６７ページをお開き願います。 

  款７・繰入金、一般会計繰入金の目１・

介護給付費繰入金、現年度分でございます

が、町の負担分といたしまして介護給付費

の１2.５％の２億3,２４４万5,０００円を

計上しております。 

  目４・その他一般会計繰入金は、人件費

や事務費分として交付税に算入されている

分と合わせまして、6,０６５万円を計上し

ております。 

  説明は以上でございます。御審議をいた

だき御決定賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。 

○議長（岩城重義君） 

  日程第２１「第１７号議案 平成２８年

度豊能町下水道事業特別会計予算の件」を

議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  それでは、第１７号議案、平成２８年度

豊能町下水道事業特別会計予算の件につき

まして御説明申し上げます。 

  お手元の予算書２９７ページをお開きく

ださい。 

  第１条で、歳入歳出予算の総額は、歳入

歳出それぞれ４億4,００７万1,０００円と

定めるものでございます。 

  第２条、地方債につきましては、地方自

治法第２３０条第１項の規定により、３０

１ページ「第２表 地方債」によるもので

あり、起債の目的、限度額、利率、償還方

法などを定めるものでございます。 

  第３条、一時借入金につきましては、地

方自治法第２３５条の３第２項の規定によ

る一時借入金の借り入れ額の最高額は１億

円と定めるものでございます。 

  第４条、歳出予算の流用については、地

方自治法第２２０条第２項ただし書きの規

定により、給料、職員手当及び共済費に係

る流用を定めるものでございます。 
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  それでは、３１２ページをお開き願いま

す。歳出より御説明申し上げます。 

  下水道総務費は3,６３４万円でございま

す。これは人件費事業、下水道運営事業で、

主な費用としまして、各協議会の負担金や

償還金、下水道建設基金積立金と公課費で

ございます。前年度より減となっておりま

すが、下水道債管理基金積立金の減による

ものでございます。 

  下水道維持管理費は１億6,２８３万7,０

００円でございます。これは人件費事業、

下水道施設管理事業で、主な費用としまし

て施設の電気代、施設の保守管理や業務委

託に要する委託料、調整池フェンス設置の

工事請負費、猪名川流域下水道維持管理負

担金などでございます。前年度より増とな

っておりますが、工事請負費、業務委託料

の増によるものでございます。 

  ３１４ページをお開き願います。 

  下水道整備費は5,００１万9,０００円で

ございます。これは、人件費事業、公共下

水道建設事業で、主な費用としまして管渠

更生工事や暗渠補修工事の工事請負費、猪

名川流域下水道事業建設負担金等でござい

ます。前年度より大幅な減でございますが、

猪名川流域下水道建設負担金の減によるも

のでございます。 

  ３１６ページをお開き願います。 

  公債費は１億8,９８７万5,０００円でご

ざいます。これは、元金や利子に係る費用

でございます。前年度に比べ２９１万1,０

００円の減でございます。 

  予備費は１００万円を計上しております。 

  続きまして、歳入予算の御説明を申し上

げます。 

  ３０７ページをお開き願います。 

  下水道分担金は３５９万9,０００円でご

ざいます。これは、東地区におきまして２

件の接続が予定されているものでございま

す。 

  下水道使用料は２億5,７４５万1,０００

円で、前年度に比べ３０９万8,０００円の

減でございます。減の要因としましては、

人口減少による使用料の減でございます。 

  ３０８ページをお願いします。 

  下水道手数料は１０万3,０００円でござ

います。これは、指定工事店の更新手数料

などでございます。 

  利子及び配当金は２１万5,０００円でご

ざいます。これは下水道建設基金等の運用

収入でございます。 

  一般会計繰入金は１億2,５９８万9,００

０円でございます。前年度に比べ1,９９０

万9,０００円の増であります。これは、下

水道事業資産調査及び評価業務の経費を全

額繰り入れることによるものでございます。 

  他会計繰入金で４５３万1,０００円でご

ざいます。兼務職員の人件費でございます。 

  下水道建設基金繰入金は1,９２１万7,０

００円でございます。前年度に比べ４４０

万円の減でございます。減の要因としまし

て、公共下水道事業計画変更業務の減によ

るものでございます。なお、下水道建設基

金繰入金は、猪名川流域建設負担金や管渠

更生工事などを実施するため基金を充てる

ものでございます。 

  ３１０ページをお開き願います。 

  繰越金は１３６万2,０００円でございま

す。 

  預金利子1,０００円、雑入3,０００円で

ございます。 

  下水道債は2,７６０万円で、前年度に比

べ1,２６０万円の減でございます。減の要

因は、猪名川流域下水道建設基金負担金の

減によるものでございます。内訳としまし

て、流域下水道債1,５３０万円、特定管渠

保全公共下水道債２３０万円、下水道事業

債1,０００万円でございます。 
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  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定を賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。 

○議長（岩城重義君） 

  日程第２２「第１８号議案 平成２８年

度豊能町生活排水処理事業特別会計予算の

件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  第１８号議案、平成２８年度豊能町生活

排水処理事業特別会計予算の件につきまし

て御説明申し上げます。 

  お手元の予算書３２７ページをお開きく

ださい。 

  第１条で、歳入歳出予算の総額は、歳入

歳出それぞれ1,８３２万1,０００円と定め

るものでございます。 

  ３３８ページをお開き願います。 

  歳出より御説明申し上げます。 

  下水道維持管理費は９２７万4,０００円

であります。これは人件費事業、生活排水

処理施設管理事業の経費でございます。主

なものは修繕料、手数料、業務委託料であ

ります。前年度に比べ２７０万5,０００円

の増になっておりますが、合併浄化槽資産

調査及び評価業務や合併浄化槽の仕切り板

修繕を行うものでございます。 

  ３３９ページをお開きください。 

  下水道整備費は３８６万1,０００円であ

ります。これは合併浄化槽設置に係る費用

でございます。 

  公債費は、元金や利子に係る費用５１３

万6,０００円でございます。これは施設整

備に借り入れた下水道債の償還金でござい

ます。 

  ３４０ページをお開きください。 

  予備費は５万円でございます。 

  続きまして、歳入予算の御説明を申し上

げます。 

  ３３５ページをお開き願います。 

  下水道分担金は３８万3,０００円であり

ます。 

  下水道使用料は１８１万円であります。

６５件の使用料でございます。 

  ３３６ページをお開きください。 

  繰入金は、一般会計繰入金で1,６１２万6,

０００円でございます。昨年度に比べ増と

なっておりますが、合併浄化槽資産調査及

び評価業務が増となったものでございます。 

  繰越金は1,０００円でございます。 

  諸収入は預金利子で1,０００円でござい

ます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（岩城重義君） 

  日程第２３「第１９号議案 平成２８年

度豊能町水道事業会計予算の件」を議題と

いたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  それでは、第１９号議案、平成２８年度

豊能町水道事業会計予算につきまして御説

明申し上げます。 

  予算書の１ページをお開き願います。 

  まず第１条で、平成２８年度豊能町水道

事業会計の予算は、次に定めるものでござ

います。 

  第２条で、業務の予定量は、給水戸数7,

９９３戸、年間総給水量２０５万4,２２０

立方メートル、１日平均給水量5,６２８立

方メートルを予定し、主要な建設改良事業

は改良事業とするものでございます。 

  次に、第３条で定めるところの収益的収

入及び支出でございます。 

  まず収入で、第１款の水道事業収益は、
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６億7,２９２万8,０００円で、対前年度比2.

１％の増であります。その内訳は、第１項

の営業収益で４億3,９８６万2,０００円、

第２項の営業外収益で２億２９８万2,００

０円、第３項の特別利益で3,００８万4,０

００円であります。増の要因は、旧吉川浄

水場跡地の売却益を特別利益で見込んでい

ることから増になっております。 

  次に支出で、第１款の水道事業費用は７

億5,０５３万1,０００円で、対前年度比5.

１％の増であります。その内訳は、第１項

の営業費用で６億9,６９０万3,０００円、

第２項の営業外費用で5,１６２万8,０００

円、第３項の特別損失で１００万円、第４

項の予備費で１００万円であります。増の

要因は、旧吉川浄水場跡地の施設解体費や、

それに伴う資産の除却費などから増となっ

ております。これにより、平成２８年度の

単年度収支見込みは7,７６０万3,０００円

の赤字が見込まれるところでございます。 

  ２ページをお開き願います。 

  第４条で定めるところの資本的収入及び

支出であります。 

  まず収入で、第１款の資本的収入は２億3,

３１６万9,０００円で、対前年度比0.８％

の減であります。その内訳は、第１項の他

会計繰入金で4,６２５万2,０００円であり

ます。第２項の企業債で１億5,７００万円

であります。第３項の固定資産売却代金で2,

９９１万7,０００円であります。減の要因

は、水道施設の耐震化事業が終了したこと

から、企業債や国庫補助金が減少したこと

によるものでございます。 

  次に支出で、第１款の資本的支出は３億5,

６６８万7,０００円で、対前年度比9.５％

の減であります。その内訳は、第１項の建

設改良費で１億5,９９０万3,０００円でご

ざいます。第２項の企業債償還金で１億9,

６７８万4,０００円でございます。減の要

因は、先ほど御説明いたしました水道施設

の耐震化事業が終了したことから減となる

ものでございます。 

  なお、資本的収入額が資本的支出額に対

して不足する額１億2,３５１万8,０００円

は、過年度分損益勘定留保資金１億1,１６

７万5,０００円及び当年度消費税及び地方

消費税資本的収支調整額1,１８４万3,００

０円で補填するものでございます。 

  次に、第５条の企業債であります。起債

の目的を水道事業債、限度額を１億5,７０

０万円と定めるものでございます。これは、

古江浄水場改修事業や希望ヶ丘浄水場電気

計装設備更新工事を施工するためのもので

ございます。 

  次に、第６条で定めるところの予定支出

の各項の経費の金額を流用することができ

る場合は、１の営業費用と２の営業外費用

と定めるものでございます。 

  次に第７条で、議会の議決を経なければ

流用することのできない経費は、１職員給

与費8,２９８万1,０００円と２交際費１万

円とするものでございます。 

  次に第８条で、他会計からの繰入金は、

企業債元利償還金等の補助のため、一般会

計から7,１９５万2,０００円の繰り入れを

受けるものでございます。 

  次に、第９条で、たな卸資産購入費の限

度額を２８４万7,０００円と定めるもので

ございます。 

  以下、予算実施計画以降の説明につきま

しては省略させていただきます。御審議賜

りまして御決定いただきますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

○議長（岩城重義君） 

  日程第２４「第２０号議案 豊能町家庭

的保育事業等の設備及び運営に関する基準

を定める条例改正の件」を議題といたしま

す。 
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  提案理由の説明を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  第２０号議案、豊能町家庭的保育事業等

の設備及び運営に関する基準を定める条例

改正の件について御説明申し上げます。 

  豊能町家庭的保育事業等の設備及び運営

に関する基準を定める条例は、子ども・子

育て支援新制度に基づき、本町におきまし

ては少人数の子どもを保育する事業を行う

際の施設の整備及び運営の基準を規定して

いるものであり、平成２６年９月で御決定

いただいたものでございます。 

  当該条例は原則、厚生労働省が定めてお

ります省令の基準に基づき規定しており、

今回、当該省令が今年の２月１８日と２月

１９日に改正されたことに伴い、所要の改

正をお願いするものでございます。 

  それでは、改正の概要を御説明申し上げ

ます。追加議案書の２ページ及び３ページ

を御参照お願いいたします。 

  第１条でございますが、厚生労働省令の

改正が２月１８日に公布され、本年４月１

日から施行されることに伴い、附則を追加

するものでございます。この省令改正では

保育の需要を賄えるだけの保育士等が不足

している状況に鑑みまして、小規模保育事

業Ａ型及び保育所型事業所内保育事業につ

きまして、当分の間、保育士の配置、資格

の要件を弾力化する改正が行われており、

本条例におきましても同様の改正を行うも

のでございます。 

  附則第６項でございますが、条例の第３

０条第２項と第４５条第２項では、子ども

の年齢区分により配置しなければならない

保育士の数を規定し、その合計に１を加え

た数の保育士を配置する規定となっており

ますが、今回、保育士の設置条件を緩和し、

年齢区分で計算する保育士の合計数が１と

なる場合、さらに１名の保育士を置くこと

なく保育士と同等の知識経験を有すると認

められるものを配置できることとするもの

でございます。 

  附則第７項でございますが、幼稚園教諭、

小学校教諭、養護教諭の資格を有している

者を当分の間、保育士とみなせるようにす

るものでございます。 

  附則第８項でございますが、１日８時間

を超えて開所する場合、運営に必要な保育

士の数から配置基準の保育士の数を差し引

いた範囲内で、保育士と同等の知識・経験

を有すると認められる者を置くことができ

ることとするものでございます。 

  附則第９項でございますが、前２項の規

定を適用したとしましても配置基準の３分

の２以上は保育士を置かなければならない

と規定するものでございます。 

  続きまして第２条でございますが、厚生

労働省令の改正が２月１９日に公布され、

本年６月１日から施行されることに伴い、

附則の追加をするものでございます。 

  現行条例の第２９条では小規模保育事業

及び事業所内保育事業の設備の基準を規定

しておりますが、今回、避難用の階段に係

る建築基準法施行令が改正されたことによ

り省令が改正されたことによって、本条例

におきましても所要の改正を行うものでご

ざいます。 

  なお、本条例は平成２８年４月１日から

施行することとしておりますが、ただし書

きとしまして、第２条の規定は関係省令の

改正の施行日に合わせまして平成２８年６

月１日から施行するものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

きまして御決定賜りますよう、よろしくお

願い申し上げます。 

○議長（岩城重義君） 

  日程第２５「第２１号議案 豊能町消防
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団員等公務災害補償条例改正の件」を議題

といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高田消防長。 

○消防長（高田龍二君） 

  第２１号議案、豊能町消防団員等公務災

害補償条例の一部改正の件につきまして御

説明申し上げます。 

  議案書の４ページをお開き願います。 

  今回の改正は、非常勤消防団員等に係る

損害補償の基準を定める政令等の改正に伴

い、豊能町消防団員等の公務上の災害補償

に関し条例の一部を改正するものでござい

ます。 

  第２６条の規定につきましては、行政不

服審査法の施行により不服申し立ての手続

が審査請求に一元化されたことにより用語

の改正をするものでございます。 

  附則第５条第２項及び第５項の規定につ

きましては、豊能町消防団員等の公務上の

災害の補償に関し、同一の理由により他の

法律による給付が支給される年金たる補償

のうち厚生年金保険法による障害厚生年金

等が併給される場合、及び休業補償と同一

の事由による障害厚生年金が併給される場

合の調整率の改正を行うものでございます。 

  なお、附則といたしまして、改正条例は

平成２８年４月１日から施行するものでご

ざいますが、附則第５条第２項及び第５項

の改正に伴う経過措置を定めるものでござ

います。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願いい

たします。 

○議長（岩城重義君） 

  以上をもって本日の日程は全部終了いた

しました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

  次回は、３月７日午前９時３０分より会

議を開きます。 

  どうもお疲れさんでした。 

 

散会 午後２時０８分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

会議録署名議員の指名 

会期の決定について 

町政運営方針について 

第 １号諮問 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

第 １号議案 豊能町監査委員の選任につき同意を求めることについて 

第 ２号議案 豊能町行政不服審査に関する条例制定の件 

第 ３号議案 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例 

       制定の件 

第 ４号議案 人事行政の運営等の状況の公表に関する条例及び職員の勤 

       務時間、休日、休暇等に関する条例改正の件 

第 ５号議案 豊能町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に 

       関する条例改正の件 

第 ６号議案 豊能町一般職の職員の給与に関する条例等改正の件 

第 ７号議案 豊能町国民健康保険税条例改正の件 

第 ８号議案 平成２７年度豊能町一般会計補正予算の件 

第 ９号議案 平成２７年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補正予 

       算の件 

第１０号議案 平成２７年度豊能町後期高齢者医療特別会計補正予算の件 

第１１号議案 平成２７年度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算の 

       件 

第１２号議案 平成２８年度豊能町一般会計予算の件 

第１３号議案 平成２８年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定予算の 

       件 

第１４号議案 平成２８年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定 

       予算の件 

第１５号議案 平成２８年度豊能町後期高齢者医療特別会計予算の件 

第１６号議案 平成２８年度豊能町介護保険特別会計事業勘定予算の件 

第１７号議案 平成２８年度豊能町下水道事業特別会計予算の件 

第１８号議案 平成２８年度豊能町生活排水処理事業特別会計予算の件 

第１９号議案 平成２８年度豊能町水道事業会計予算の件 
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第２０号議案 豊能町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定 

       める条例改正の件 

第２１号議案 豊能町消防団員等公務災害補償条例改正の件 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    平成  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      署 名 議 員  ３番 

 

        同    ４番 

 

 


